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平成２２年１２月３日
和歌山県

「「「「切目川ダム検証に係る切目川ダム検証に係る切目川ダム検証に係る切目川ダム検証に係る検討」（素案）検討」（素案）検討」（素案）検討」（素案）
【【【【概要版概要版概要版概要版】】】】（案）（案）（案）（案）

本資料は、切目川ダム検証に係る検討に関し、パブリックコメント及び関係住民等からの意見聴取のため、
現段階までの検討結果をとりまとめた「切目川ダム検証に係る検討（素案）」の概要版（案）です。
「切目川ダム検証に係る検討（素案）」と異なる記述等がある場合は、「切目川ダム検証に係る検討（素

案）」の記述が優先します。
また、本資料の内容は、調査・検討途上の情報を含み、今後、県民や学識経験者等からのご意見のほか、県

による追加調査・検討結果などを踏まえて、追加・修正される可能性があります。

p.45８．費用対効果分析

p.44７．総合的な評価

p.37６．流水の正常な機能の維持目的の総合評価

p.30５．新規利水（水道）目的の総合評価

p.18４．治水目的の総合評価

p.15３．ダム事業等の点検

p. 3２．流域、河川、ダムの概要

p. 2１．検証の流れ

資料２
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１．検証１．検証１．検証１．検証の流れの流れの流れの流れ
国土交通大臣から県知事に対する「検証」の検討要請（平成国土交通大臣から県知事に対する「検証」の検討要請（平成国土交通大臣から県知事に対する「検証」の検討要請（平成国土交通大臣から県知事に対する「検証」の検討要請（平成22222222年年年年9999月月月月28282828日）日）日）日）

●検討検討検討検討内容内容内容内容
①河川、流域、ダムの概要①河川、流域、ダムの概要①河川、流域、ダムの概要①河川、流域、ダムの概要
②ダム事業等の点検②ダム事業等の点検②ダム事業等の点検②ダム事業等の点検
③目的別の総合評価③目的別の総合評価③目的別の総合評価③目的別の総合評価
－複数の－複数の－複数の－複数の代替代替代替代替案の立案案の立案案の立案案の立案
－概略評価による－概略評価による－概略評価による－概略評価による代替代替代替代替案の案の案の案の絞り込み絞り込み絞り込み絞り込み
－－－－評価軸毎の評価、評価軸毎の評価、評価軸毎の評価、評価軸毎の評価、総合評価総合評価総合評価総合評価

④総合的な評価④総合的な評価④総合的な評価④総合的な評価
⑤費用対効果分析⑤費用対効果分析⑤費用対効果分析⑤費用対効果分析

●検討プロセス●検討プロセス●検討プロセス●検討プロセス
①切目川ダム検証に係る検討会議（県・印南町）
②利水参画者等への確認・要請
③パブリックコメント（県民意見募集）③パブリックコメント（県民意見募集）③パブリックコメント（県民意見募集）③パブリックコメント（県民意見募集）
④意見聴取④意見聴取④意見聴取④意見聴取
・関係住民・関係住民・関係住民・関係住民
・関係利水者・関係利水者・関係利水者・関係利水者
・関係地方公共団体の長（印南町長）
・学識経験者（河川整備計画に係る委員会）

県県県県（検討主体）による（検討主体）による（検討主体）による（検討主体）による「検証に係る検討」「検証に係る検討」「検証に係る検討」「検証に係る検討」

「対応方針」の決定、国土交通大臣への報告「対応方針」の決定、国土交通大臣への報告「対応方針」の決定、国土交通大臣への報告「対応方針」の決定、国土交通大臣への報告

「報告書（案）」・「対応方針（案）」「報告書（案）」・「対応方針（案）」「報告書（案）」・「対応方針（案）」「報告書（案）」・「対応方針（案）」
⑤意見聴取

・事業評価監視委員会

国土交通大臣：「有識者会議」からの意見聴取国土交通大臣：「有識者会議」からの意見聴取国土交通大臣：「有識者会議」からの意見聴取国土交通大臣：「有識者会議」からの意見聴取

国土交通大臣：判断（補助金交付等に係る対応方針の決定）国土交通大臣：判断（補助金交付等に係る対応方針の決定）国土交通大臣：判断（補助金交付等に係る対応方針の決定）国土交通大臣：判断（補助金交付等に係る対応方針の決定）

（素案）の内容（素案）の内容（素案）の内容（素案）の内容
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切目川ダム切目川ダム切目川ダム切目川ダム

切目橋基準点切目橋基準点切目橋基準点切目橋基準点

古井古井古井古井((((利水基準点）利水基準点）利水基準点）利水基準点）

阪和自動車道阪和自動車道阪和自動車道阪和自動車道

紀勢本線紀勢本線紀勢本線紀勢本線

古古古古屋屋屋屋川合流点川合流点川合流点川合流点

樮樮樮樮川合流点川合流点川合流点川合流点

室川合流点室川合流点室川合流点室川合流点

西神ノ川合流点西神ノ川合流点西神ノ川合流点西神ノ川合流点

２．流域２．流域２．流域２．流域、、、、河川河川河川河川、、、、ダムの概要ダムの概要ダムの概要ダムの概要
１）１）１）１）流域流域流域流域、河川、河川、河川、河川の概要の概要の概要の概要

①流域の概要①流域の概要①流域の概要①流域の概要

◆◆◆◆幹川流路延長幹川流路延長幹川流路延長幹川流路延長：：：：35km35km35km35km

◆◆◆◆流域面積流域面積流域面積流域面積：：：：約約約約75.6km75.6km75.6km75.6km2222

◆流域内市町村：印南町◆流域内市町村：印南町◆流域内市町村：印南町◆流域内市町村：印南町

②地質②地質②地質②地質

◆区分：◆区分：◆区分：◆区分：中生代白亜紀の日高中生代白亜紀の日高中生代白亜紀の日高中生代白亜紀の日高川川川川層群層群層群層群

◆◆◆◆基岩盤基岩盤基岩盤基岩盤：：：：頁岩頁岩頁岩頁岩((((含礫頁岩含礫頁岩含礫頁岩含礫頁岩))))が主体が主体が主体が主体

③気候③気候③気候③気候

◆◆◆◆南海気候区に属し温暖南海気候区に属し温暖南海気候区に属し温暖南海気候区に属し温暖・・・・湿潤湿潤湿潤湿潤

◆◆◆◆年平均降水量年平均降水量年平均降水量年平均降水量：：：：約約約約1,7601,7601,7601,760mmmmmmmm

④流況④流況④流況④流況((((古井地点：古井地点：古井地点：古井地点：流域面積流域面積流域面積流域面積44.1km44.1km44.1km44.1km2222))))

◆◆◆◆1/101/101/101/10渇水流量：渇水流量：渇水流量：渇水流量：0.27m0.27m0.27m0.27m3333/s/s/s/s

◆平均渇水流量：◆平均渇水流量：◆平均渇水流量：◆平均渇水流量：0.43m0.43m0.43m0.43m3333/s/s/s/s
※平成11～20年までの実測値

※渇水流量：365日中11番目に流量が

少ない日の流量

※1/10渇水流量：10年間で第1位相当の

渇水流量

⑤土地利用⑤土地利用⑤土地利用⑤土地利用
◆山林その他山林その他山林その他山林その他：：：：約約約約90%90%90%90%
◆◆◆◆宅地宅地宅地宅地：：：：約約約約1%1%1%1%（増加傾向）（増加傾向）（増加傾向）（増加傾向）
◆◆◆◆農用地農用地農用地農用地：：：：約約約約9%9%9%9%（減少傾向）（減少傾向）（減少傾向）（減少傾向）

・・・・古く天保古く天保古く天保古く天保3333年年年年((((1832183218321832))))よりよりよりより、、、、羽六羽六羽六羽六

あがのあがのあがのあがの原原原原でででで切抜き川替え切抜き川替え切抜き川替え切抜き川替えとととと約約約約

14ha14ha14ha14haの新田開発の新田開発の新田開発の新田開発を実施を実施を実施を実施
・・・・明治明治明治明治44444444年年年年9999月洪水を機に月洪水を機に月洪水を機に月洪水を機に、、、、切目切目切目切目
平野で川替平野で川替平野で川替平野で川替えとえとえとえと約約約約61ha61ha61ha61haのののの耕地耕地耕地耕地
整理整理整理整理を実施を実施を実施を実施

・・・・昭和昭和昭和昭和50505050年代初頭から圃場整備年代初頭から圃場整備年代初頭から圃場整備年代初頭から圃場整備
等等等等をををを実施実施実施実施

・近年、・近年、・近年、・近年、稲作から稲作から稲作から稲作から、、、、花き、花き、花き、花き、そそそそ菜菜菜菜
等の等の等の等の露地栽培、露地栽培、露地栽培、露地栽培、ハウス栽培へハウス栽培へハウス栽培へハウス栽培へ
のののの転換が急激転換が急激転換が急激転換が急激に進行に進行に進行に進行

◆森林面積：横ばいで推移森林面積：横ばいで推移森林面積：横ばいで推移森林面積：横ばいで推移

～～～～事業を巡る社会経済情勢等の変化、事業の進捗状況事業を巡る社会経済情勢等の変化、事業の進捗状況事業を巡る社会経済情勢等の変化、事業の進捗状況事業を巡る社会経済情勢等の変化、事業の進捗状況～～～～
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流域流域流域流域、河川、河川、河川、河川の概要の概要の概要の概要（１）（１）（１）（１）
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⑥人口⑥人口⑥人口⑥人口

◆◆◆◆印南町印南町印南町印南町：：：：約約約約9,2009,2009,2009,200人人人人((((平成平成平成平成17171717年国勢調査年国勢調査年国勢調査年国勢調査))))

◆切目川流域：◆切目川流域：◆切目川流域：◆切目川流域：約約約約4,3004,3004,3004,300人人人人

◆人口推移：◆人口推移：◆人口推移：◆人口推移：昭和昭和昭和昭和35353535年以後減少年以後減少年以後減少年以後減少ながら、ながら、ながら、ながら、

昨今の人口減少のテンポは昨今の人口減少のテンポは昨今の人口減少のテンポは昨今の人口減少のテンポは

低減傾向低減傾向低減傾向低減傾向

⑦産業⑦産業⑦産業⑦産業
◆◆◆◆就業者割合就業者割合就業者割合就業者割合：：：：一次産業一次産業一次産業一次産業35%35%35%35%

県内県内県内県内3333位の農業立地の町位の農業立地の町位の農業立地の町位の農業立地の町
◆◆◆◆基幹作物基幹作物基幹作物基幹作物：：：：花き花き花き花き、、、、エンドウエンドウエンドウエンドウ類、トマト、類、トマト、類、トマト、類、トマト、

スイカスイカスイカスイカ
◆近年、高糖度ミニトマトの栽培など、◆近年、高糖度ミニトマトの栽培など、◆近年、高糖度ミニトマトの栽培など、◆近年、高糖度ミニトマトの栽培など、
高品質化・産地化、農業設備投資が活発高品質化・産地化、農業設備投資が活発高品質化・産地化、農業設備投資が活発高品質化・産地化、農業設備投資が活発
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⑧自然環境⑧自然環境⑧自然環境⑧自然環境
◆◆◆◆上流部から中流部上流部から中流部上流部から中流部上流部から中流部：：：：渓流域渓流域渓流域渓流域
魚類：魚類：魚類：魚類：アユやウグイ等アユやウグイ等アユやウグイ等アユやウグイ等
鳥類：鳥類：鳥類：鳥類：コサギ等コサギ等コサギ等コサギ等

◆下流部：◆下流部：◆下流部：◆下流部：瀬や淵を繰り返す河相瀬や淵を繰り返す河相瀬や淵を繰り返す河相瀬や淵を繰り返す河相
魚類：魚類：魚類：魚類：アユやウグイ等アユやウグイ等アユやウグイ等アユやウグイ等

◆◆◆◆河口部河口部河口部河口部：：：：集落が展開集落が展開集落が展開集落が展開
植物植物植物植物：：：：ハマボウ、ハマヒルガオ等ハマボウ、ハマヒルガオ等ハマボウ、ハマヒルガオ等ハマボウ、ハマヒルガオ等
鳥類：鳥類：鳥類：鳥類：イソシギ等イソシギ等イソシギ等イソシギ等（（（（干潟干潟干潟干潟））））
魚介類：魚介類：魚介類：魚介類：イシマキガイ等イシマキガイ等イシマキガイ等イシマキガイ等

◆◆◆◆水質水質水質水質：：：：9 9 9 9 地点地点地点地点でででで調査調査調査調査
環境基準のＡ類型を環境基準のＡ類型を環境基準のＡ類型を環境基準のＡ類型をほぼ満足ほぼ満足ほぼ満足ほぼ満足

⑨河川利用⑨河川利用⑨河川利用⑨河川利用
◆◆◆◆アユの産卵アユの産卵アユの産卵アユの産卵：下流部：下流部：下流部：下流部

アユのアユのアユのアユの漁業権漁業権漁業権漁業権：河口付近から上流域まで：河口付近から上流域まで：河口付近から上流域まで：河口付近から上流域まで

◆◆◆◆農業用水農業用水農業用水農業用水：：：：約約約約500ha500ha500ha500haの耕地のかんがいの耕地のかんがいの耕地のかんがいの耕地のかんがい

◆◆◆◆小学校指定遊泳場所小学校指定遊泳場所小学校指定遊泳場所小学校指定遊泳場所：：：：5555箇所箇所箇所箇所((((平成平成平成平成22222222年度年度年度年度))))

⑩⑩⑩⑩河川の状況（ダム下流の横断工作物）河川の状況（ダム下流の横断工作物）河川の状況（ダム下流の横断工作物）河川の状況（ダム下流の横断工作物）
◆橋梁：◆橋梁：◆橋梁：◆橋梁：44444444橋橋橋橋
◆井堰・頭首工：◆井堰・頭首工：◆井堰・頭首工：◆井堰・頭首工：25252525基基基基

流域流域流域流域、河川、河川、河川、河川の概要の概要の概要の概要（２）（２）（２）（２）
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⑪⑪⑪⑪過去の主な洪水過去の主な洪水過去の主な洪水過去の主な洪水
◆昭和昭和昭和昭和28282828年年年年7777月洪水月洪水月洪水月洪水：：：：家屋の流出家屋の流出家屋の流出家屋の流出72727272戸、半壊戸、半壊戸、半壊戸、半壊101101101101戸、浸水戸、浸水戸、浸水戸、浸水604604604604戸等の壊滅的な被害戸等の壊滅的な被害戸等の壊滅的な被害戸等の壊滅的な被害
◆◆◆◆昭和昭和昭和昭和63636363年年年年9999月月月月洪水：洪水：洪水：洪水：床上浸水床上浸水床上浸水床上浸水41(41(41(41(戸戸戸戸))))、床下浸水、床下浸水、床下浸水、床下浸水138(138(138(138(戸戸戸戸))))、田畑冠水、田畑冠水、田畑冠水、田畑冠水197(ha)197(ha)197(ha)197(ha)、、、、被害被害被害被害総額約総額約総額約総額約30303030億円億円億円億円

浸水面積8ha(※1)台風23号H16.10.18～222004

浸水面積11ha(※1)台風10号H15.8.6～102003

浸水面積69ha(※1)その他の異常気象H5.7.51993

床下浸水1戸、浸水面積70ha(※1)豪雨H3.11.27～281991

床上浸水41戸、床下浸水138戸、浸水面積197ha(※3)豪雨S63.9.22～291988

浸水面積66ha(※1)豪雨、落雷、風浪と台風第10号S57.7.5～8.31982

床下浸水5戸、浸水面積49ha(※1)豪雨及び暴風雨S50.8.5～251975

床下浸水109戸、浸水面積200ha(※1)7月豪雨S37.7.21962

全壊家屋172戸､半壊家屋334戸、床上浸水414戸(印南町全域)(※2)台風（第二室戸台風）S36.9.161961

流出家屋72戸､半壊家屋101戸､浸水604戸(※2)梅雨前線豪雨S28.7.181953

被害状況被害状況被害状況被害状況原因原因原因原因発生年月日発生年月日発生年月日発生年月日

(出典)水害統計(※1)、印南町史(※2)、印南町調べ(※3)

⑫⑫⑫⑫過去の主な渇水過去の主な渇水過去の主な渇水過去の主な渇水
平成元年平成元年平成元年平成元年8888月、平成月、平成月、平成月、平成2222年年年年8888月、平成月、平成月、平成月、平成6666年年年年8888月には切目川の随所で瀬切れが月には切目川の随所で瀬切れが月には切目川の随所で瀬切れが月には切目川の随所で瀬切れが発生。発生。発生。発生。印南町水道印南町水道印南町水道印南町水道はははは、町民、町民、町民、町民
に自主節水を呼びかけた。に自主節水を呼びかけた。に自主節水を呼びかけた。に自主節水を呼びかけた。

発生年月日発生年月日発生年月日発生年月日 被害状況被害状況被害状況被害状況
1967 S42.5～6 干ばつで田植え、飲料水も不足、河床に井戸を掘りポンプアップで凌ぐ
1989 H1.8 自主節水。随所で瀬切れ
1990 H2.8 自主節水。随所で瀬切れ
1994 H6.8 自主節水。農業取水に支障。
1995 H7.8～9 自主節水。農業取水に支障。
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⑬⑬⑬⑬治水事業の沿革治水事業の沿革治水事業の沿革治水事業の沿革
◆◆◆◆明治明治明治明治44444444年年年年9999月洪水月洪水月洪水月洪水契機：契機：契機：契機：切目川切目川切目川切目川平野の平野の平野の平野の蛇行していた蛇行していた蛇行していた蛇行していた河川を河川を河川を河川を切目川を川替切目川を川替切目川を川替切目川を川替((((捷水路捷水路捷水路捷水路))))・耕地整理・耕地整理・耕地整理・耕地整理
◆◆◆◆昭和昭和昭和昭和28282828年年年年7777月月月月洪水契機：洪水契機：洪水契機：洪水契機：昭和昭和昭和昭和30303030年度に治水事業に着手年度に治水事業に着手年度に治水事業に着手年度に治水事業に着手
◆◆◆◆昭和昭和昭和昭和63636363年年年年9999月洪水月洪水月洪水月洪水契機：契機：契機：契機：河川改修事業（河口～河川改修事業（河口～河川改修事業（河口～河川改修事業（河口～6.5km)6.5km)6.5km)6.5km)、切目川ダムに着手、切目川ダムに着手、切目川ダムに着手、切目川ダムに着手

⑭⑭⑭⑭利水事業利水事業利水事業利水事業（水道）（水道）（水道）（水道）の沿革の沿革の沿革の沿革
◆昭和昭和昭和昭和20202020年代年代年代年代：：：：印南町における簡易水道事業印南町における簡易水道事業印南町における簡易水道事業印南町における簡易水道事業のののの始まり始まり始まり始まり
◆◆◆◆昭和昭和昭和昭和60606060年度年度年度年度：：：：11111111の簡易水道施設との簡易水道施設との簡易水道施設との簡易水道施設と1111つの専用水道施設を運営つの専用水道施設を運営つの専用水道施設を運営つの専用水道施設を運営
◆現状現状現状現状：・：・：・：・6666つつつつの簡易水道施設との簡易水道施設との簡易水道施設との簡易水道施設と1111つの専用水道施設を運営つの専用水道施設を運営つの専用水道施設を運営つの専用水道施設を運営

切目川系 切目･元村・切目川・古井・田ノ垣内・上洞を切目川･田ノ垣内･上洞に統合
印南・印南原系 印南・滝の口・印南原・南谷・切山を印南・印南原・切山に統合

・・・・上洞簡易水道上洞簡易水道上洞簡易水道上洞簡易水道のののの区域拡張整備区域拡張整備区域拡張整備区域拡張整備（（（（川又地区川又地区川又地区川又地区）により、）により、）により、）により、印南町の水道普及率印南町の水道普及率印南町の水道普及率印南町の水道普及率がががが100%100%100%100%にににに

⑮⑮⑮⑮洪水の特徴洪水の特徴洪水の特徴洪水の特徴
◆中流部から上流部中流部から上流部中流部から上流部中流部から上流部：・：・：・：・氾濫原は河岸段丘で、氾濫流は河川沿いを流下する「沿川流下型」氾濫原は河岸段丘で、氾濫流は河川沿いを流下する「沿川流下型」氾濫原は河岸段丘で、氾濫流は河川沿いを流下する「沿川流下型」氾濫原は河岸段丘で、氾濫流は河川沿いを流下する「沿川流下型」

・・・・急流河川で流路が急流河川で流路が急流河川で流路が急流河川で流路が短く、短く、短く、短く、急激に水位が上昇する急激に水位が上昇する急激に水位が上昇する急激に水位が上昇する
・洪水時・洪水時・洪水時・洪水時、宅地や農地の浸水に加え、緊急輸送道路、宅地や農地の浸水に加え、緊急輸送道路、宅地や農地の浸水に加え、緊急輸送道路、宅地や農地の浸水に加え、緊急輸送道路、、、、避難路、避難場所避難路、避難場所避難路、避難場所避難路、避難場所
が浸水・が浸水・が浸水・が浸水・冠水し、住民が冠水し、住民が冠水し、住民が冠水し、住民が孤立する孤立する孤立する孤立する状況が生じ状況が生じ状況が生じ状況が生じるるるる

◆◆◆◆中流部から下流部中流部から下流部中流部から下流部中流部から下流部：・：・：・：・氾濫流は地形に応じて拡散する「拡散型」氾濫流は地形に応じて拡散する「拡散型」氾濫流は地形に応じて拡散する「拡散型」氾濫流は地形に応じて拡散する「拡散型」
・・・・破堤破堤破堤破堤･溢水･溢水･溢水･溢水氾濫により被害が拡大氾濫により被害が拡大氾濫により被害が拡大氾濫により被害が拡大する（する（する（する（昭和昭和昭和昭和28282828年洪水や昭和年洪水や昭和年洪水や昭和年洪水や昭和63636363年洪水年洪水年洪水年洪水））））

◆◆◆◆砂州砂州砂州砂州((((新切目橋下流新切目橋下流新切目橋下流新切目橋下流))))：・洪水時の挙動実態は明らかではない：・洪水時の挙動実態は明らかではない：・洪水時の挙動実態は明らかではない：・洪水時の挙動実態は明らかではない
・・・・沿岸部の沿岸部の沿岸部の沿岸部の越波防止越波防止越波防止越波防止の機能を有の機能を有の機能を有の機能を有するほか、除去すると塩水遡上によるするほか、除去すると塩水遡上によるするほか、除去すると塩水遡上によるするほか、除去すると塩水遡上による
障害や砂打上等による河口維持の問題があるとみられ、除去障害や砂打上等による河口維持の問題があるとみられ、除去障害や砂打上等による河口維持の問題があるとみられ、除去障害や砂打上等による河口維持の問題があるとみられ、除去はははは困難困難困難困難

⑯⑯⑯⑯現状の治水安全度現状の治水安全度現状の治水安全度現状の治水安全度
◆◆◆◆河口から約河口から約河口から約河口から約2.02.02.02.0ｋｍ地点ｋｍ地点ｋｍ地点ｋｍ地点：：：：一部区間を除き概ね一部区間を除き概ね一部区間を除き概ね一部区間を除き概ね1/201/201/201/20年年年年確率規模確率規模確率規模確率規模（（（（河川河川河川河川整備計画規模整備計画規模整備計画規模整備計画規模・・・・ダム後）ダム後）ダム後）ダム後）
◆◆◆◆約約約約2.02.02.02.0ｋｍ地点より上流ｋｍ地点より上流ｋｍ地点より上流ｋｍ地点より上流：：：：1/51/51/51/5～～～～1/101/101/101/10程度程度程度程度の確率規模の確率規模の確率規模の確率規模
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⑰治水上の課題⑰治水上の課題⑰治水上の課題⑰治水上の課題
◆◆◆◆羽六地区羽六地区羽六地区羽六地区(6.5km(6.5km(6.5km(6.5km地点地点地点地点))))よりよりよりより下下下下流流流流区間：区間：区間：区間：
・ネック部があり、・ネック部があり、・ネック部があり、・ネック部があり、未改修部分未改修部分未改修部分未改修部分が多いが多いが多いが多い
・・・・近年、近年、近年、近年、ハハハハウス栽培ウス栽培ウス栽培ウス栽培、露地栽培、露地栽培、露地栽培、露地栽培へへへへのののの転換が急激に進転換が急激に進転換が急激に進転換が急激に進んでいるほか、高品質化・産地化が進みんでいるほか、高品質化・産地化が進みんでいるほか、高品質化・産地化が進みんでいるほか、高品質化・産地化が進み、、、、
農業設備投資が活発な状況にあり、農業設備投資が活発な状況にあり、農業設備投資が活発な状況にあり、農業設備投資が活発な状況にあり、少しの冠水も許容出来ない土地利用への転換が少しの冠水も許容出来ない土地利用への転換が少しの冠水も許容出来ない土地利用への転換が少しの冠水も許容出来ない土地利用への転換が進行進行進行進行

◆◆◆◆羽六地区より上流区間羽六地区より上流区間羽六地区より上流区間羽六地区より上流区間：：：：
・・・・局部的に災害復旧工事が局部的に災害復旧工事が局部的に災害復旧工事が局部的に災害復旧工事が実施された実施された実施された実施されたのみで、抜本的な改修はのみで、抜本的な改修はのみで、抜本的な改修はのみで、抜本的な改修は未未未未実施実施実施実施
・洪水時に・洪水時に・洪水時に・洪水時に、宅地や農地の浸水に加え、緊急輸送道路、宅地や農地の浸水に加え、緊急輸送道路、宅地や農地の浸水に加え、緊急輸送道路、宅地や農地の浸水に加え、緊急輸送道路、、、、避難路、避難場所避難路、避難場所避難路、避難場所避難路、避難場所が浸水・が浸水・が浸水・が浸水・冠水し、冠水し、冠水し、冠水し、
住民が住民が住民が住民が孤立する孤立する孤立する孤立する状況が生じ状況が生じ状況が生じ状況が生じるるるる

◆昭和◆昭和◆昭和◆昭和63636363年年年年9999月洪水以降、上流ダムと下流からの河川改修による治水整備を進めてきているが、月洪水以降、上流ダムと下流からの河川改修による治水整備を進めてきているが、月洪水以降、上流ダムと下流からの河川改修による治水整備を進めてきているが、月洪水以降、上流ダムと下流からの河川改修による治水整備を進めてきているが、
依然として治水安全度が低く浸水被害が頻発している状況にあり、再度災害防止のための依然として治水安全度が低く浸水被害が頻発している状況にあり、再度災害防止のための依然として治水安全度が低く浸水被害が頻発している状況にあり、再度災害防止のための依然として治水安全度が低く浸水被害が頻発している状況にあり、再度災害防止のための
抜本的な治水対策が急務抜本的な治水対策が急務抜本的な治水対策が急務抜本的な治水対策が急務

⑱⑱⑱⑱----1111利水上の課題（利水上の課題（利水上の課題（利水上の課題（新規新規新規新規利水）利水）利水）利水）
◆ため池については、◆ため池については、◆ため池については、◆ため池については、現施設で渇水期の水量確保が困難、灌漑用水現施設で渇水期の水量確保が困難、灌漑用水現施設で渇水期の水量確保が困難、灌漑用水現施設で渇水期の水量確保が困難、灌漑用水量量量量の増大の増大の増大の増大、水質悪化、水道、水質悪化、水道、水質悪化、水道、水質悪化、水道
取水施設の老朽化取水施設の老朽化取水施設の老朽化取水施設の老朽化によりによりによりにより、、、、水源としては今後期待できない水源としては今後期待できない水源としては今後期待できない水源としては今後期待できない状況状況状況状況

◆◆◆◆施設の更新、水道水質の向上、効率的な経営･運営のあり方等施設の更新、水道水質の向上、効率的な経営･運営のあり方等施設の更新、水道水質の向上、効率的な経営･運営のあり方等施設の更新、水道水質の向上、効率的な経営･運営のあり方等のののの課題課題課題課題ありありありあり

⑱⑱⑱⑱----2222利水上の課題（利水上の課題（利水上の課題（利水上の課題（流水の正常な機能の維持流水の正常な機能の維持流水の正常な機能の維持流水の正常な機能の維持））））
◆◆◆◆農業用水の取水障害農業用水の取水障害農業用水の取水障害農業用水の取水障害がががが2222～～～～3333年に年に年に年に1111回程度発生回程度発生回程度発生回程度発生しししし、安定的な河川水の利用が、安定的な河川水の利用が、安定的な河川水の利用が、安定的な河川水の利用が求められている求められている求められている求められている
◆◆◆◆河川環境河川環境河川環境河川環境保全保全保全保全((((動植物の生息・生育環境、動植物の生息・生育環境、動植物の生息・生育環境、動植物の生息・生育環境、水質水質水質水質等）等）等）等）ののののための流量確保がための流量確保がための流量確保がための流量確保が求められている求められている求められている求められている

⑲⑲⑲⑲環境上の課題環境上の課題環境上の課題環境上の課題
◆井堰・頭首工の約◆井堰・頭首工の約◆井堰・頭首工の約◆井堰・頭首工の約7777割で魚類の遡上が困難となっている状況が見られる割で魚類の遡上が困難となっている状況が見られる割で魚類の遡上が困難となっている状況が見られる割で魚類の遡上が困難となっている状況が見られる
◆瀬や淵などの多様な河川形状の保全･復元、背後地から水際への連続性や上下流の連続性の◆瀬や淵などの多様な河川形状の保全･復元、背後地から水際への連続性や上下流の連続性の◆瀬や淵などの多様な河川形状の保全･復元、背後地から水際への連続性や上下流の連続性の◆瀬や淵などの多様な河川形状の保全･復元、背後地から水際への連続性や上下流の連続性の
確保、確保、確保、確保、良好な河川環境を形成するために必要な流量良好な河川環境を形成するために必要な流量良好な河川環境を形成するために必要な流量良好な河川環境を形成するために必要な流量の確保を図る必要があるの確保を図る必要があるの確保を図る必要があるの確保を図る必要がある
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単位：m3/s

切　目　川

8

流域流域流域流域、河川、河川、河川、河川の概要の概要の概要の概要（６）（６）（６）（６）
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室
川
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太

　平

　洋

(延長6.5km)
凡例

単位：m3/s
■基準点
(　)基本高水
< >最大放流量

河川改修区間

⑳⑳⑳⑳現行の治水計画現行の治水計画現行の治水計画現行の治水計画
◆河川整備基本方針（平成◆河川整備基本方針（平成◆河川整備基本方針（平成◆河川整備基本方針（平成11111111年策定）年策定）年策定）年策定）
目標：戦後最大である昭和目標：戦後最大である昭和目標：戦後最大である昭和目標：戦後最大である昭和28282828年年年年7777月洪水による再度災害防止月洪水による再度災害防止月洪水による再度災害防止月洪水による再度災害防止

概ね概ね概ね概ね70707070年に一度程度の確率で発生する規模の洪水対応年に一度程度の確率で発生する規模の洪水対応年に一度程度の確率で発生する規模の洪水対応年に一度程度の確率で発生する規模の洪水対応
基準地点：基準地点：基準地点：基準地点：切目橋切目橋切目橋切目橋
基本高水のピーク流量基本高水のピーク流量基本高水のピーク流量基本高水のピーク流量：：：：780m780m780m780m3333/s/s/s/s
河道への配分流量：河道への配分流量：河道への配分流量：河道への配分流量： 710m710m710m710m3333/s/s/s/s（ダム（ダム（ダム（ダムによりによりによりにより70m70m70m70m3333////ssssを調節を調節を調節を調節））））
治水対策：河川改修、ダム建設、ソフト対策強化治水対策：河川改修、ダム建設、ソフト対策強化治水対策：河川改修、ダム建設、ソフト対策強化治水対策：河川改修、ダム建設、ソフト対策強化

◆河川整備計画（平成◆河川整備計画（平成◆河川整備計画（平成◆河川整備計画（平成12121212年策定）年策定）年策定）年策定）
目標：目標：目標：目標：近年近年近年近年最大最大最大最大である昭和である昭和である昭和である昭和63636363年年年年9999月洪水月洪水月洪水月洪水による再度災害防止による再度災害防止による再度災害防止による再度災害防止

概ね概ね概ね概ね20202020年に一度程度の確率で発生する規模の洪水年に一度程度の確率で発生する規模の洪水年に一度程度の確率で発生する規模の洪水年に一度程度の確率で発生する規模の洪水対応対応対応対応
基準地点基準地点基準地点基準地点：：：：切目橋切目橋切目橋切目橋
基本高水のピーク流量：基本高水のピーク流量：基本高水のピーク流量：基本高水のピーク流量：580m580m580m580m3333/s/s/s/s
河道への配分流量：河道への配分流量：河道への配分流量：河道への配分流量： 520m520m520m520m3333/s/s/s/s（（（（ダムダムダムダムによりによりによりにより60m60m60m60m3333////ssssを調節を調節を調節を調節））））
治水対策：河川改修治水対策：河川改修治水対策：河川改修治水対策：河川改修((((河口～羽六地先河口～羽六地先河口～羽六地先河口～羽六地先))))、切目川ダム建設、切目川ダム建設、切目川ダム建設、切目川ダム建設
整備期間整備期間整備期間整備期間：：：：概ね概ね概ね概ね20202020年間年間年間年間

河川改修区間河川改修区間河川改修区間河川改修区間
L=6.5kmL=6.5kmL=6.5kmL=6.5km

切目川ダム切目川ダム切目川ダム切目川ダム

羽六地点羽六地点羽六地点羽六地点

切目川水系河川整備計画 流量配分図

切目川水系河川整備基本方針 流量配分図

切目川水系河川整備計画 事業計画図
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㉑㉑㉑㉑現行の現行の現行の現行の利水利水利水利水計画計画計画計画
◆新規利水◆新規利水◆新規利水◆新規利水
・・・・古井古井古井古井付近付近付近付近に新設する取水施設からに新設する取水施設からに新設する取水施設からに新設する取水施設から

最大最大最大最大1,000m1,000m1,000m1,000m3333////日の流水日の流水日の流水日の流水をををを取水取水取水取水
・・・・印南印南印南印南原原原原簡易水道へ最大簡易水道へ最大簡易水道へ最大簡易水道へ最大777700m00m00m00m3333////日、印日、印日、印日、印
南簡易水道へ最大南簡易水道へ最大南簡易水道へ最大南簡易水道へ最大333300m00m00m00m3333////日を導水日を導水日を導水日を導水

・・・・既存施設の改良、施設の統合既存施設の改良、施設の統合既存施設の改良、施設の統合既存施設の改良、施設の統合等等等等

◆◆◆◆流水の正常な機能の維持流水の正常な機能の維持流水の正常な機能の維持流水の正常な機能の維持
・・・・概ね概ね概ね概ね10101010年に一度程度発生する規模の年に一度程度発生する規模の年に一度程度発生する規模の年に一度程度発生する規模の
渇水時に渇水時に渇水時に渇水時に、、、、流水の正常な機能を維持流水の正常な機能を維持流水の正常な機能を維持流水の正常な機能を維持
するため必要な流量するため必要な流量するため必要な流量するため必要な流量((((正常流量）正常流量）正常流量）正常流量）((((※※※※))))
を確保を確保を確保を確保
※ 既得取水の安定化、動植物の保護、

景観、水質、漁業、塩害防止等に必
要な流量

切山切山切山切山

上洞上洞上洞上洞

印南原印南原印南原印南原

切目川切目川切目川切目川

印南印南印南印南

田ノ垣内田ノ垣内田ノ垣内田ノ垣内

滝ノ岡専用滝ノ岡専用滝ノ岡専用滝ノ岡専用
水道水道水道水道

切目川ダム切目川ダム切目川ダム切目川ダム

取水地点取水地点取水地点取水地点

簡易水道事業
区域

印南町簡易水道統合計画図印南町簡易水道統合計画図印南町簡易水道統合計画図印南町簡易水道統合計画図

簡易水道名称 計画給水人口（人） 計画給水量（m
3
/日） 計画取水量（m

3
/日）

①印南簡易水道 5,000 2,412 2,653

②印南原簡易水道 1,678 650 700

③切山簡易水道 　　　　　　　　　　　　　　－ 　　　　　　　　　　　　　　－ 　　　　　　　　　　　　　　－

④田ノ垣内簡易水道 230 35 35

⑤上洞簡易水道 380 124 124

⑥切目川簡易水道 4,300 1,694 1,694

　小　計 11,588 4,915 5,206

　滝ノ岡専用水道 2,000 700 700

　小　計 2,000 700 700

　合　計 13,588 5,615 5,906

※③切山簡易水道は②印南原簡易水道に統合

印南町簡易水道事業一覧（H22年度）

期間期間期間期間 古井地点流量古井地点流量古井地点流量古井地点流量

非灌漑期（3/1～3/31） ０．４２m3/s

灌漑期（4/1～5/31） ０．３９m3/s

代かき期（6/1～6/30） ０．６２m3/s

灌漑期（7/1～10/10） ０．５５m3/s

非灌漑期（10/11～2/28） ０．２８m3/s

流域流域流域流域、河川、河川、河川、河川の概要の概要の概要の概要（７）（７）（７）（７）

正常流量（古井地点）正常流量（古井地点）正常流量（古井地点）正常流量（古井地点）
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２）検証対象ダムの概要２）検証対象ダムの概要２）検証対象ダムの概要２）検証対象ダムの概要

①①①①事業目的：多目的ダム事業目的：多目的ダム事業目的：多目的ダム事業目的：多目的ダム
◆◆◆◆洪水調節洪水調節洪水調節洪水調節：：：：洪水調節を行い、ダム地点下流の切目川沿川地域の水害を防御する洪水調節を行い、ダム地点下流の切目川沿川地域の水害を防御する洪水調節を行い、ダム地点下流の切目川沿川地域の水害を防御する洪水調節を行い、ダム地点下流の切目川沿川地域の水害を防御する
◆◆◆◆流水の正常な機能の維持流水の正常な機能の維持流水の正常な機能の維持流水の正常な機能の維持：渇水時に：渇水時に：渇水時に：渇水時にダム地点下流の沿川の既得用水の補給を行う等ダム地点下流の沿川の既得用水の補給を行う等ダム地点下流の沿川の既得用水の補給を行う等ダム地点下流の沿川の既得用水の補給を行う等
◆◆◆◆水道水源の確保水道水源の確保水道水源の確保水道水源の確保：：：：印南町印南町印南町印南町のののの水道用水として最大水道用水として最大水道用水として最大水道用水として最大1,000m1,000m1,000m1,000m3333////日の取水を可能日の取水を可能日の取水を可能日の取水を可能にするにするにするにする

ダム天端　EL165.5

堤頂部　127.0m

ダム高　44.5m

②②②②位置位置位置位置：：：：切目川水系切目川切目川水系切目川切目川水系切目川切目川水系切目川、、、、日高郡印南町高串地先（河口から約日高郡印南町高串地先（河口から約日高郡印南町高串地先（河口から約日高郡印南町高串地先（河口から約24k24k24k24k地点）地点）地点）地点）

③③③③規模および型式規模および型式規模および型式規模および型式
◆規模：堤高規模：堤高規模：堤高規模：堤高44.5m44.5m44.5m44.5m（基礎地盤（基礎地盤（基礎地盤（基礎地盤～～～～堤頂）堤頂）堤頂）堤頂）
◆◆◆◆型式：重力式コンクリートダム型式：重力式コンクリートダム型式：重力式コンクリートダム型式：重力式コンクリートダム
◆◆◆◆洪水調節方法：自然調節方式洪水調節方法：自然調節方式洪水調節方法：自然調節方式洪水調節方法：自然調節方式

④④④④貯留量貯留量貯留量貯留量
◆総貯留量：総貯留量：総貯留量：総貯留量：3,9603,9603,9603,960千ｍ千ｍ千ｍ千ｍ３３３３

◆◆◆◆有効貯水量：有効貯水量：有効貯水量：有効貯水量：3,4103,4103,4103,410千ｍ千ｍ千ｍ千ｍ３３３３

◆◆◆◆洪水調節容量：洪水調節容量：洪水調節容量：洪水調節容量：2,4002,4002,4002,400千ｍ千ｍ千ｍ千ｍ３３３３

◆◆◆◆流水の正常な機能の維持：最大流水の正常な機能の維持：最大流水の正常な機能の維持：最大流水の正常な機能の維持：最大985985985985千ｍ千ｍ千ｍ千ｍ３３３３

◆◆◆◆水道：最大水道：最大水道：最大水道：最大25252525千ｍ千ｍ千ｍ千ｍ３３３３

⑤⑤⑤⑤総事業費および費用負担割合総事業費および費用負担割合総事業費および費用負担割合総事業費および費用負担割合
◆総事業費：約１５９億円総事業費：約１５９億円総事業費：約１５９億円総事業費：約１５９億円
◆費用負担割合費用負担割合費用負担割合費用負担割合 国・和歌山県（治水）：国・和歌山県（治水）：国・和歌山県（治水）：国・和歌山県（治水）：99999999％％％％

印南町（水道）：印南町（水道）：印南町（水道）：印南町（水道）：1111％％％％

⑥⑥⑥⑥工工工工 期期期期
平成３年度から平成２６年度まで平成３年度から平成２６年度まで平成３年度から平成２６年度まで平成３年度から平成２６年度まで

ダム貯水池容量配分図

検証対象ダムの概要（１）検証対象ダムの概要（１）検証対象ダムの概要（１）検証対象ダムの概要（１）
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検証対象ダムの概要（２）検証対象ダムの概要（２）検証対象ダムの概要（２）検証対象ダムの概要（２）

⑦事業計画平面図⑦事業計画平面図⑦事業計画平面図⑦事業計画平面図
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⑧⑧⑧⑧切目川ダム事業の経緯切目川ダム事業の経緯切目川ダム事業の経緯切目川ダム事業の経緯
◆平成◆平成◆平成◆平成 3333年度事業着手年度事業着手年度事業着手年度事業着手

平成平成平成平成13131313年度建設着手年度建設着手年度建設着手年度建設着手
◆◆◆◆ダム計画を変更した経緯ダム計画を変更した経緯ダム計画を変更した経緯ダム計画を変更した経緯なしなしなしなし

和歌山県公共事業再評価和歌山県公共事業再評価和歌山県公共事業再評価和歌山県公共事業再評価平成平成平成平成17171717年度年度年度年度

和歌山県公共事業再評価和歌山県公共事業再評価和歌山県公共事業再評価和歌山県公共事業再評価平成平成平成平成10101010年度年度年度年度

付替国道付替国道付替国道付替国道((((国道国道国道国道425425425425号号号号))))一部供用一部供用一部供用一部供用平成平成平成平成22222222年年年年 8888月月月月

転流工工事着手転流工工事着手転流工工事着手転流工工事着手平成平成平成平成22222222年年年年 1111月月月月

ダム環境評価についてダム環境評価についてダム環境評価についてダム環境評価について平成平成平成平成21212121年年年年10101010月月月月

和歌山県公共事業再評価和歌山県公共事業再評価和歌山県公共事業再評価和歌山県公共事業再評価平成平成平成平成20202020年度年度年度年度

高串区離村式高串区離村式高串区離村式高串区離村式((((水没地区水没地区水没地区水没地区))))平成平成平成平成20202020年年年年 1111月月月月

損失補償基準妥結損失補償基準妥結損失補償基準妥結損失補償基準妥結((((地元区と県地元区と県地元区と県地元区と県))))平成平成平成平成16161616年年年年 6666月月月月

切目川河川総合開発全体計画切目川河川総合開発全体計画切目川河川総合開発全体計画切目川河川総合開発全体計画平成平成平成平成15151515年年年年 5555月月月月

基本協定・利水協定締結基本協定・利水協定締結基本協定・利水協定締結基本協定・利水協定締結((((町町町町・・・・県県県県))))平成平成平成平成14141414年年年年12121212月月月月

ダム建設新規採択ダム建設新規採択ダム建設新規採択ダム建設新規採択平成平成平成平成13131313年年年年 4444月月月月

切目川水系河川整備計画切目川水系河川整備計画切目川水系河川整備計画切目川水系河川整備計画平成平成平成平成12121212年年年年10101010月月月月

実施計画調査着手実施計画調査着手実施計画調査着手実施計画調査着手平成平成平成平成 3333年度年度年度年度

12

検証対象ダムの概要（３）検証対象ダムの概要（３）検証対象ダムの概要（３）検証対象ダムの概要（３）

⑨⑨⑨⑨切目川ダム事業の進捗状況切目川ダム事業の進捗状況切目川ダム事業の進捗状況切目川ダム事業の進捗状況
◆事業段階：転流工◆事業段階：転流工◆事業段階：転流工◆事業段階：転流工
◆事業費進捗率：◆事業費進捗率：◆事業費進捗率：◆事業費進捗率：53.553.553.553.5％％％％(H22(H22(H22(H22年度末年度末年度末年度末))))
◆用地取得・家屋移転◆用地取得・家屋移転◆用地取得・家屋移転◆用地取得・家屋移転100100100100％％％％

３０３０３０３０．８％．８％．８％．８％((((延長延長延長延長))))
８．０％８．０％８．０％８．０％((((事業費事業費事業費事業費))))

切目川切目川切目川切目川河川改修河川改修河川改修河川改修事業事業事業事業
印南町簡易水道事業印南町簡易水道事業印南町簡易水道事業印南町簡易水道事業

用地取得・家屋移転用地取得・家屋移転用地取得・家屋移転用地取得・家屋移転 （平成（平成（平成（平成22222222年年年年5555月末）月末）月末）月末）

用地取得用地取得用地取得用地取得
家屋移転家屋移転家屋移転家屋移転((((水没水没水没水没13131313戸戸戸戸等等等等))))

１００％１００％１００％１００％
１００％１００％１００％１００％

付替道路付替道路付替道路付替道路 ((((平成平成平成平成22222222年度末見込み年度末見込み年度末見込み年度末見込み))))

付替国道４２５号付替国道４２５号付替国道４２５号付替国道４２５号
付替町道高串線付替町道高串線付替町道高串線付替町道高串線
工事用道路工事用道路工事用道路工事用道路

４９．９％４９．９％４９．９％４９．９％((((延長延長延長延長))))
２３．７％２３．７％２３．７％２３．７％((((延長）延長）延長）延長）
４７．１％４７．１％４７．１％４７．１％((((延長延長延長延長））））

ダム本体ダム本体ダム本体ダム本体 ((((平成平成平成平成22222222年度末見込み年度末見込み年度末見込み年度末見込み))))

ダム本体ダム本体ダム本体ダム本体
転流工転流工転流工転流工（（（（仮締切工仮締切工仮締切工仮締切工除く）除く）除く）除く）

０％０％０％０％
完了完了完了完了見込み見込み見込み見込み

ダム事業全体ダム事業全体ダム事業全体ダム事業全体 ((((平成平成平成平成22222222年度末見込み年度末見込み年度末見込み年度末見込み))))

進捗率進捗率進捗率進捗率
((((全体事業費全体事業費全体事業費全体事業費))))
((((平成平成平成平成22222222年度まで事業費年度まで事業費年度まで事業費年度まで事業費))))
((((平成平成平成平成23232323年度以降年度以降年度以降年度以降残事業費残事業費残事業費残事業費))))

５３．５％５３．５％５３．５％５３．５％((((事業費事業費事業費事業費))))
１５，９００１５，９００１５，９００１５，９００百万円百万円百万円百万円
８，５０３百万円８，５０３百万円８，５０３百万円８，５０３百万円
７，３９７，３９７，３９７，３９７７７７百万円百万円百万円百万円

関連事業関連事業関連事業関連事業 ((((平成平成平成平成22222222年度末見込み年度末見込み年度末見込み年度末見込み))))
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⑩切目川ダム事業の⑩切目川ダム事業の⑩切目川ダム事業の⑩切目川ダム事業の進捗状況図進捗状況図進捗状況図進捗状況図

⑪切目川河川改修事業の⑪切目川河川改修事業の⑪切目川河川改修事業の⑪切目川河川改修事業の進捗状況進捗状況進捗状況進捗状況図図図図

田ノ垣内地区

高串地区

切目川

切目川ダム

国道４２５号

施工済み

施　工　中

未　施　工

付替町道高串線　L=0.92km

付替国道425号　L=2.74km

上洞地区

転流工

H22.8　L=1.3km区間供用

付替国道付替国道付替国道付替国道425425425425号号号号L=2.74kmL=2.74kmL=2.74kmL=2.74km

道路単独事業区間道路単独事業区間道路単独事業区間道路単独事業区間L=0.76L=0.76L=0.76L=0.76㎞㎞㎞㎞

付替町道高串線付替町道高串線付替町道高串線付替町道高串線L=0.92kmL=0.92kmL=0.92kmL=0.92km

切目川切目川切目川切目川

切目川ダム切目川ダム切目川ダム切目川ダム
転流工転流工転流工転流工

付替国道付替国道付替国道付替国道425425425425号号号号 H22.8H22.8H22.8H22.8供用供用供用供用(L=1.3km)(L=1.3km)(L=1.3km)(L=1.3km)

施工済み施工済み施工済み施工済み
施工中施工中施工中施工中
未施工未施工未施工未施工

上洞上洞上洞上洞

田ノ垣内田ノ垣内田ノ垣内田ノ垣内

高串高串高串高串

国道国道国道国道425425425425号号号号 ５号橋５号橋５号橋５号橋
２号トンネル

２号トンネル

２号トンネル

２号トンネル

高串トンネル
高串トンネル
高串トンネル
高串トンネル

名
杭
橋
架
替
中

名
杭
橋
架
替
中

名
杭
橋
架
替
中

名
杭
橋
架
替
中

検証対象ダムの概要（４）検証対象ダムの概要（４）検証対象ダムの概要（４）検証対象ダムの概要（４）

河川整備計画レベルの河道改修済み河川整備計画レベルの河道改修済み河川整備計画レベルの河道改修済み河川整備計画レベルの河道改修済み 引堤区間引堤区間引堤区間引堤区間

真
田
真
田
真
田
真
田
ゆゆゆゆ
堰
改
築

堰
改
築

堰
改
築

堰
改
築

捷水路捷水路捷水路捷水路

楠
本
楠
本
楠
本
楠
本
ゆゆゆゆ
堰
改
築

堰
改
築

堰
改
築

堰
改
築

水
管
橋
改
築

水
管
橋
改
築

水
管
橋
改
築

水
管
橋
改
築

共
栄
橋
改
築

共
栄
橋
改
築

共
栄
橋
改
築

共
栄
橋
改
築

宮宮宮宮
のののの
前前前前
ゆゆゆゆ
堰
改
築

堰
改
築

堰
改
築

堰
改
築

河川改修区間河川改修区間河川改修区間河川改修区間L=6.5kmL=6.5kmL=6.5kmL=6.5km

羽
六
橋

羽
六
橋

羽
六
橋

羽
六
橋

切目橋切目橋切目橋切目橋

施工済み施工済み施工済み施工済み
施工中施工中施工中施工中
未施工未施工未施工未施工
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⑫切目川ダム事業の⑫切目川ダム事業の⑫切目川ダム事業の⑫切目川ダム事業の進捗状況進捗状況進捗状況進捗状況写真写真写真写真

ダムサイトダムサイトダムサイトダムサイト

転流工転流工転流工転流工 ﾄﾝﾈﾙ内部ﾄﾝﾈﾙ内部ﾄﾝﾈﾙ内部ﾄﾝﾈﾙ内部

５号橋５号橋５号橋５号橋

付替国道供用区間：付替国道供用区間：付替国道供用区間：付替国道供用区間：L=1.3 L=1.3 L=1.3 L=1.3 ㎞㎞㎞㎞(H22.8(H22.8(H22.8(H22.8供用）供用）供用）供用）

高串ﾄﾝﾈﾙ高串ﾄﾝﾈﾙ高串ﾄﾝﾈﾙ高串ﾄﾝﾈﾙ

下高串橋下高串橋下高串橋下高串橋

高串ﾄﾝﾈﾙ高串ﾄﾝﾈﾙ高串ﾄﾝﾈﾙ高串ﾄﾝﾈﾙ

旧国道旧国道旧国道旧国道

工事用道路工事用道路工事用道路工事用道路

高串ﾄﾝﾈﾙ高串ﾄﾝﾈﾙ高串ﾄﾝﾈﾙ高串ﾄﾝﾈﾙ

旧国道旧国道旧国道旧国道

付替町道付替町道付替町道付替町道

検証対象ダムの概要（５）検証対象ダムの概要（５）検証対象ダムの概要（５）検証対象ダムの概要（５）
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①①①①想定氾濫区域内人口・資産想定氾濫区域内人口・資産想定氾濫区域内人口・資産想定氾濫区域内人口・資産
近年、大きな近年、大きな近年、大きな近年、大きな状況変化は生じていない状況変化は生じていない状況変化は生じていない状況変化は生じていない

３３３３．ダム．ダム．ダム．ダム事業等の点検事業等の点検事業等の点検事業等の点検

⑤切目川ダム貯水池の⑤切目川ダム貯水池の⑤切目川ダム貯水池の⑤切目川ダム貯水池の堆砂計画堆砂計画堆砂計画堆砂計画
◆近傍類似ダムの堆砂実績を確率解析した◆近傍類似ダムの堆砂実績を確率解析した◆近傍類似ダムの堆砂実績を確率解析した◆近傍類似ダムの堆砂実績を確率解析した
年堆砂量期待値と比崩壊地面積との関係年堆砂量期待値と比崩壊地面積との関係年堆砂量期待値と比崩壊地面積との関係年堆砂量期待値と比崩壊地面積との関係
から年堆砂量期待値は、から年堆砂量期待値は、から年堆砂量期待値は、から年堆砂量期待値は、250m250m250m250m3333/km/km/km/km2222////年年年年

◆諸特性が特に類似する◆諸特性が特に類似する◆諸特性が特に類似する◆諸特性が特に類似する広川ダム広川ダム広川ダム広川ダムの年堆砂の年堆砂の年堆砂の年堆砂
量期待値量期待値量期待値量期待値222222220m0m0m0m3333/km/km/km/km2222////年年年年相当であり妥当相当であり妥当相当であり妥当相当であり妥当

◆◆◆◆堆砂容量堆砂容量堆砂容量堆砂容量550,000m550,000m550,000m550,000m3333は妥当は妥当は妥当は妥当
(250m3/km2/年×21.9km2×100年)

27,189百万円1,738人現行計画時点(H7,8)

26,660百万円1,550人今回算定(H17,18)

資産額合計資産額合計資産額合計資産額合計人口人口人口人口

想定氾濫区域内想定氾濫区域内想定氾濫区域内想定氾濫区域内
地点名地点名地点名地点名

②②②②過去の洪水実績過去の洪水実績過去の洪水実績過去の洪水実績
◆◆◆◆昭和昭和昭和昭和63636363年年年年9999月洪水（近年最大）月洪水（近年最大）月洪水（近年最大）月洪水（近年最大）
・流域平均・流域平均・流域平均・流域平均雨量雨量雨量雨量278278278278mm/2mm/2mm/2mm/2日は日は日は日は、、、、概ね概ね概ね概ね1/151/151/151/15確率確率確率確率
規模規模規模規模

・ダム計画時、洪水流出計算の・ダム計画時、洪水流出計算の・ダム計画時、洪水流出計算の・ダム計画時、洪水流出計算の検検検検定に使用し定に使用し定に使用し定に使用し
たたたた古井地点最大流量古井地点最大流量古井地点最大流量古井地点最大流量315m315m315m315m3333/s/s/s/sを、を、を、を、田津橋地田津橋地田津橋地田津橋地
点点点点水位から検証、水位から検証、水位から検証、水位から検証、310m310m310m310m3333////ssssとなり概ね整合となり概ね整合となり概ね整合となり概ね整合

◆◆◆◆至近１０年間（平成至近１０年間（平成至近１０年間（平成至近１０年間（平成11111111～～～～20202020年）の洪水年）の洪水年）の洪水年）の洪水
・計画降雨量・計画降雨量・計画降雨量・計画降雨量296mm/2296mm/2296mm/2296mm/2日日日日((((確率規模確率規模確率規模確率規模1/20)1/20)1/20)1/20)を超を超を超を超
過する過する過する過する降雨は発生していない降雨は発生していない降雨は発生していない降雨は発生していない

・計画時点の雨量資料に至近・計画時点の雨量資料に至近・計画時点の雨量資料に至近・計画時点の雨量資料に至近10101010年間のデータ年間のデータ年間のデータ年間のデータ
を加えを加えを加えを加えて確て確て確て確率降雨解析率降雨解析率降雨解析率降雨解析した結果、した結果、した結果、した結果、既往計画既往計画既往計画既往計画
のののの計画降雨計画降雨計画降雨計画降雨量は、量は、量は、量は、概ね概ね概ね概ね妥当妥当妥当妥当

地点地点地点地点 確率確率確率確率 既往計画既往計画既往計画既往計画 確率降雨解析確率降雨解析確率降雨解析確率降雨解析

切目橋地点 1/20 295.5mm 280.5～302.7mm

③切目川ダムの③切目川ダムの③切目川ダムの③切目川ダムの総事業費総事業費総事業費総事業費
◆平成◆平成◆平成◆平成22222222年度末時点事業費年度末時点事業費年度末時点事業費年度末時点事業費 85.0385.0385.0385.03億円億円億円億円
◆平成◆平成◆平成◆平成23232323年度以降の残事業費年度以降の残事業費年度以降の残事業費年度以降の残事業費 73.9073.9073.9073.90億円億円億円億円
（詳細設計の工事数量や最新単価等で積算）

◆合計◆合計◆合計◆合計158.93158.93158.93158.93億円は、総事業費の範囲内億円は、総事業費の範囲内億円は、総事業費の範囲内億円は、総事業費の範囲内

④④④④切目川ダムの切目川ダムの切目川ダムの切目川ダムの工期工期工期工期
平成平成平成平成23232323年度から本体工事に着工する場合、年度から本体工事に着工する場合、年度から本体工事に着工する場合、年度から本体工事に着工する場合、
当初計画どおり平成当初計画どおり平成当初計画どおり平成当初計画どおり平成26262626年度完了見込み年度完了見込み年度完了見込み年度完了見込み

H24

付替道路

試験湛水

管理設備

本体

H26H25H23

～～～～計画の前提となっているデータ等について詳細に点検を行う計画の前提となっているデータ等について詳細に点検を行う計画の前提となっているデータ等について詳細に点検を行う計画の前提となっているデータ等について詳細に点検を行う～～～～

ダムダムダムダム事業等の点検（１）事業等の点検（１）事業等の点検（１）事業等の点検（１）
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⑥流下能力⑥流下能力⑥流下能力⑥流下能力
河川改修事業の進捗状況を反映した現況河道の流下能力を評価。河川改修事業の進捗状況を反映した現況河道の流下能力を評価。河川改修事業の進捗状況を反映した現況河道の流下能力を評価。河川改修事業の進捗状況を反映した現況河道の流下能力を評価。
河口から河口から河口から河口から2km2km2km2km付近より上流は、河川整備計画レベル付近より上流は、河川整備計画レベル付近より上流は、河川整備計画レベル付近より上流は、河川整備計画レベル(1/20(1/20(1/20(1/20確率確率確率確率))))の流下能力が不足。の流下能力が不足。の流下能力が不足。の流下能力が不足。

０ｋ ２ｋ ５ｋ １０ｋ
右

岸
流
下

能
力
（

右
岸
流
下

能
力
（

右
岸
流
下

能
力
（

右
岸
流
下

能
力
（

mm mm
33 33
/s/s /s/
s
）） ））

右
岸
流
下

能
力
（

右
岸
流
下

能
力
（

右
岸
流
下

能
力
（

右
岸
流
下

能
力
（

mm mm
33 33
/s/s /s/
s
）） ））

６．５ｋ １５ｋ ２０ｋ

切
目
川
ダ
ム

切
目
川
ダ
ム

切
目
川
ダ
ム

切
目
川
ダ
ム

０ｋ ２ｋ ５ｋ ６．５ｋ １０ｋ １５ｋ ２０ｋ

ダムダムダムダム事業等の点検（２）事業等の点検（２）事業等の点検（２）事業等の点検（２）

450450450450
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ダムダムダムダム事業等の点検（３）事業等の点検（３）事業等の点検（３）事業等の点検（３）

⑦⑦⑦⑦水需給計画と水需給計画と水需給計画と水需給計画と新規開発水量新規開発水量新規開発水量新規開発水量
◆◆◆◆人口人口人口人口、給水量、給水量、給水量、給水量等の予測等の予測等の予測等の予測
平成平成平成平成11111111～～～～20202020年度までの低減傾向にある人年度までの低減傾向にある人年度までの低減傾向にある人年度までの低減傾向にある人
口推移や概ね横ばい傾向にある口推移や概ね横ばい傾向にある口推移や概ね横ばい傾向にある口推移や概ね横ばい傾向にある生活用水生活用水生活用水生活用水
の原単位の原単位の原単位の原単位等に基づき、給水量が漸減する等に基づき、給水量が漸減する等に基づき、給水量が漸減する等に基づき、給水量が漸減する
よう算出されており妥当よう算出されており妥当よう算出されており妥当よう算出されており妥当

◆◆◆◆水源計画水源計画水源計画水源計画
ためためためため池本来の目的の用途にする必要性、池本来の目的の用途にする必要性、池本来の目的の用途にする必要性、池本来の目的の用途にする必要性、
安定供給の面等から、継続的な水源とし安定供給の面等から、継続的な水源とし安定供給の面等から、継続的な水源とし安定供給の面等から、継続的な水源とし
てのてのてのての利用が期待できない利用が期待できない利用が期待できない利用が期待できないため水源転換はため水源転換はため水源転換はため水源転換は
妥当妥当妥当妥当((((平成平成平成平成21212121年度年度年度年度事業計画変更認可申請事業計画変更認可申請事業計画変更認可申請事業計画変更認可申請))))

⑧正常流量⑧正常流量⑧正常流量⑧正常流量
◆既往計画で使用した昭和◆既往計画で使用した昭和◆既往計画で使用した昭和◆既往計画で使用した昭和41414141年度から平成年度から平成年度から平成年度から平成
10101010年度の日高川データから算定した既往年度の日高川データから算定した既往年度の日高川データから算定した既往年度の日高川データから算定した既往
流況を平成流況を平成流況を平成流況を平成11111111年度以降の実測流況で確認年度以降の実測流況で確認年度以降の実測流況で確認年度以降の実測流況で確認
した結果、概ね同程度で妥当した結果、概ね同程度で妥当した結果、概ね同程度で妥当した結果、概ね同程度で妥当

◆◆◆◆遊休、廃止になった水利権遊休、廃止になった水利権遊休、廃止になった水利権遊休、廃止になった水利権なしなしなしなし

表 印南原簡易水道の実績と予測

0.27m3/s0.43m3/s今回算定(H11～20切目川)

0.24m3/s0.42m3/s計画時点(S41～H10日高川)

1/101/101/101/10平均平均平均平均渇水流量渇水流量渇水流量渇水流量

行政区域内人口

一日最大給水量

一人一日最大給水量

現在給水人口

12,000

10,000

8,000

6,000

4,000

2,000
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1,000

800

600

400

200

00

200

400

600

水量
(m3)

人口(人)一人一日
給水量

(L/人/日)

H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30
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遊
水
地
検
討
対
象

遊
水
地
検
討
対
象

遊
水
地
検
討
対
象

遊
水
地
検
討
対
象

放
水
路
検
討
対
象

放
水
路
検
討
対
象

放
水
路
検
討
対
象

放
水
路
検
討
対
象

捷水路計画捷水路計画捷水路計画捷水路計画

部分的に低い堤防部分的に低い堤防部分的に低い堤防部分的に低い堤防

河川整備計画：ダム建設河川整備計画：ダム建設河川整備計画：ダム建設河川整備計画：ダム建設

４４４４．．．．治水目的の総合評価治水目的の総合評価治水目的の総合評価治水目的の総合評価
幅広い方策を組み合わせ幅広い方策を組み合わせ幅広い方策を組み合わせ幅広い方策を組み合わせ、、、、河川整備計画河川整備計画河川整備計画河川整備計画のののの目標と同程度の目標を達成する治水対策案目標と同程度の目標を達成する治水対策案目標と同程度の目標を達成する治水対策案目標と同程度の目標を達成する治水対策案を検討、を検討、を検討、を検討、
概略評価によって２～５案を抽出し、評価軸毎の評価、総合評価を行う概略評価によって２～５案を抽出し、評価軸毎の評価、総合評価を行う概略評価によって２～５案を抽出し、評価軸毎の評価、総合評価を行う概略評価によって２～５案を抽出し、評価軸毎の評価、総合評価を行う

治水目的の総合評価（１）治水目的の総合評価（１）治水目的の総合評価（１）治水目的の総合評価（１）
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２６の治水対策案２６の治水対策案２６の治水対策案２６の治水対策案 切目川への適用可能性切目川への適用可能性切目川への適用可能性切目川への適用可能性

（１）ダム（１）ダム（１）ダム（１）ダム
（２）ダムの有効活用
（３）遊水地（調整池）（３）遊水地（調整池）（３）遊水地（調整池）（３）遊水地（調整池）
（４）放水路（捷水路）
（５）河道の掘削（５）河道の掘削（５）河道の掘削（５）河道の掘削
（６）引堤（６）引堤（６）引堤（６）引堤
（７）堤防の嵩上げ（７）堤防の嵩上げ（７）堤防の嵩上げ（７）堤防の嵩上げ
（８）河道内の樹木の伐採
（９）決壊しない堤防
（１０）決壊しづらい堤防
（１１）高規格堤防
（１２）排水機場（１２）排水機場（１２）排水機場（１２）排水機場
（１３）雨水貯留施設
（１４）雨水浸透施設
（１５）遊水機能（１５）遊水機能（１５）遊水機能（１５）遊水機能があるがあるがあるがある土地の保全土地の保全土地の保全土地の保全
（１６）部分的に低い堤防の存置（１６）部分的に低い堤防の存置（１６）部分的に低い堤防の存置（１６）部分的に低い堤防の存置
（１７）霞堤の存置
（１８）輪中堤防
（１９）二線堤
（２０）樹林帯等
（２１）宅地の嵩上げ等
（２２）土地利用規制
（２３）水田等の保全
（２４）森林の保全
（２５）洪水の予測、情報の提供
（２６）水害保険等

－－－－
×：実現性
○○○○
×：コスト、実現性
○○○○
○○○○
○○○○
×：被害軽減効果
×：コスト
×：コスト
×：地域社会への影響、コスト
△△△△
×：被害軽減効果
×：被害軽減効果
△（△（△（△（××××：安全度）：安全度）：安全度）：安全度）
△（△（△（△（××××：安全度）：安全度）：安全度）：安全度）
×：実現性
×：安全度、実現性
×：安全度、実現性
×：実現性、被害軽減効果
×：安全度
×：被害軽減効果、実現性
×：被害軽減効果
×：実現性
×：既に実施
×：実現性、安全度

（１）ダム（１）ダム（１）ダム（１）ダム

（３）遊水地（調整池）（３）遊水地（調整池）（３）遊水地（調整池）（３）遊水地（調整池）

（５）河道の掘削（５）河道の掘削（５）河道の掘削（５）河道の掘削

（６）引堤（６）引堤（６）引堤（６）引堤

（７）堤防の嵩上げ（７）堤防の嵩上げ（７）堤防の嵩上げ（７）堤防の嵩上げ

概略評価を行う治水対策案概略評価を行う治水対策案概略評価を行う治水対策案概略評価を行う治水対策案

本検討では適用しないが、
今後の動向把握等に努める

ダムを除く２６のダムを除く２６のダムを除く２６のダムを除く２６の治水対策案治水対策案治水対策案治水対策案の適用可能性を検討し、概略評価を行う治水対策案を選定の適用可能性を検討し、概略評価を行う治水対策案を選定の適用可能性を検討し、概略評価を行う治水対策案を選定の適用可能性を検討し、概略評価を行う治水対策案を選定

１）２６の治水対策案の概略検討（一次選定）１）２６の治水対策案の概略検討（一次選定）１）２６の治水対策案の概略検討（一次選定）１）２６の治水対策案の概略検討（一次選定）

治水目的の総合評価（２）治水目的の総合評価（２）治水目的の総合評価（２）治水目的の総合評価（２）
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切目川ダム建設地点切目川ダム建設地点切目川ダム建設地点切目川ダム建設地点
集水面積集水面積集水面積集水面積21.9km21.9km21.9km21.9km2222

切目川流域の土地利用
状況に鑑みて、
・過去において洪水時
に溢水し氾濫してい
る土地

・下流平野部のある程
度広域な農地

・部分的に低い堤防が
ある背後地

等を対象に遊水地とし
て機能する可能性のあ
る候補箇所を選定

捷水路捷水路捷水路捷水路

河岸段丘のため適地なし

河岸段丘のため適地なし

河岸段丘のため適地なし

河岸段丘のため適地なし

通常時通常時通常時通常時 洪水時洪水時洪水時洪水時

①①①①
②②②②③③③③

④④④④

⑤⑤⑤⑤

⑥⑥⑥⑥

⑦⑦⑦⑦
⑧⑧⑧⑧

⑨⑨⑨⑨

【【【【遊水地遊水地遊水地遊水地追加案の組み合わせ検討追加案の組み合わせ検討追加案の組み合わせ検討追加案の組み合わせ検討】】】】

ダム地点ダム地点ダム地点ダム地点

切目橋(治水基準点）

古井古井古井古井((((利水基準点）利水基準点）利水基準点）利水基準点）

治水目的の総合評価（３）治水目的の総合評価（３）治水目的の総合評価（３）治水目的の総合評価（３）

２）概略評価による治水対策案の抽出（二次選定）、抽出された治水対策案の概要２）概略評価による治水対策案の抽出（二次選定）、抽出された治水対策案の概要２）概略評価による治水対策案の抽出（二次選定）、抽出された治水対策案の概要２）概略評価による治水対策案の抽出（二次選定）、抽出された治水対策案の概要

ダムを除く４つのダムを除く４つのダムを除く４つのダムを除く４つの治水対策案治水対策案治水対策案治水対策案について、遊水地追加案と他の３つの河道改修単独案に分けて概について、遊水地追加案と他の３つの河道改修単独案に分けて概について、遊水地追加案と他の３つの河道改修単独案に分けて概について、遊水地追加案と他の３つの河道改修単独案に分けて概
略評価による組合せの検討を行い、複数の治水対策案を抽出略評価による組合せの検討を行い、複数の治水対策案を抽出略評価による組合せの検討を行い、複数の治水対策案を抽出略評価による組合せの検討を行い、複数の治水対策案を抽出
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460
(560)

460
(540)

210

古井■ 切目橋■

室
川

樮
川

古
屋
川

西
神
の
川

太

　平

　洋

410
(410)

380350

①～④

V=320,000m3

⑤

V=190,000m3

⑥
⑦

V=312,000m3

⑧

V=105,000m3

⑨

V=159,000m3

460

530
(580)

500
(560)

470
(540)

210

古井■ 切目橋■

室
川

樮
川

古
屋
川

西
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の
川

太

　平

　洋

410
(410)

380350

④

V=99,000m3

⑤

V=190,000m3

⑥

V=196,000m3

520
(580)

490
(560)

470
(540)

210

古井■ 切目橋■

室
川

樮
川

古
屋
川

西
神
の
川

太

　平

　洋

410
(410)

380350

④

V=99,000m3

⑤

V=190,000m3

⑥

V=196,000m3

⑧

V=105,000m3

【ケース１】
9箇所(①～⑨)
面積計 383,000m2

容量計 1,086,000m3

【ケース２】
3箇所(④⑤⑥)
面積計 171,000m2

容量計 485,000m3

【ケース３】
4箇所(④⑤⑥⑧)
面積計 208,000m2

容量計 590,000m3
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古屋川合流点古屋川合流点古屋川合流点古屋川合流点

樮樮樮樮川合流点川合流点川合流点川合流点

西神ノ川合流点西神ノ川合流点西神ノ川合流点西神ノ川合流点

ＡＡＡＡ(3.6(3.6(3.6(3.6ｋｋｋｋ))))

ＢＢＢＢ(4.8(4.8(4.8(4.8ｋｋｋｋ))))

ＣＣＣＣ(6.4(6.4(6.4(6.4ｋｋｋｋ))))

ＤＤＤＤ(7.8(7.8(7.8(7.8ｋｋｋｋ))))

ＥＥＥＥ(9.8(9.8(9.8(9.8ｋｋｋｋ))))

ＦＦＦＦ(13.0(13.0(13.0(13.0ｋｋｋｋ))))

ダム地点ダム地点ダム地点ダム地点

捷水路捷水路捷水路捷水路

河口河口河口河口 切目川水系河川整備計画（1/20年） 計画高水流量

520
(580)

500
(560)

480
(540)

330
(410)

300
(380)

270
(350)

110
<130>

230

切目川ダム

古井■ 切目橋■

室
川

樮
川

古
屋
川

西
神
の
川

太

　平

　洋

凡例
単位：m3/s
■基準点
(　)基本高水
< >最大放流量

-190-120

【【【【河道改修河道改修河道改修河道改修単独単独単独単独案の案の案の案の組み合わせ検討（１）組み合わせ検討（１）組み合わせ検討（１）組み合わせ検討（１）】】】】

切目橋(治水基準点）

古井(利水基準点）

AAAABBBBCCCCDDDDEEEEFFFF

治水目的の総合評価（４）治水目的の総合評価（４）治水目的の総合評価（４）治水目的の総合評価（４）

室川合流点室川合流点室川合流点室川合流点

河川整備計画河川整備計画河川整備計画河川整備計画規模規模規模規模(1/20)(1/20)(1/20)(1/20)で想定している河道断面を基本としながら、更にダムを代替する効果を有で想定している河道断面を基本としながら、更にダムを代替する効果を有で想定している河道断面を基本としながら、更にダムを代替する効果を有で想定している河道断面を基本としながら、更にダムを代替する効果を有
するよう、河床掘削追加案、引堤追加案、堤防嵩上げ追加案を検討するよう、河床掘削追加案、引堤追加案、堤防嵩上げ追加案を検討するよう、河床掘削追加案、引堤追加案、堤防嵩上げ追加案を検討するよう、河床掘削追加案、引堤追加案、堤防嵩上げ追加案を検討 河道断面検討イメージ（中流部）

河床掘削追加案

引堤追加案

堤防嵩上げ追加案

1:2 1:2

1:21:2

3.80m

16.90m

3.00m 3.00m35.30m

HWL0..80m

12.90m

1.00m

1:2 1:2

1:21:2

3.80m

16.90m

3.00m 3.00m35.30m

HWL

3.00m 3.00m

22.30m

2.70m 2.70m

2.70m2.70m

0.80m

40.70m

2.40m

3.00m

1:2 1:2

1:21:2

3.80m

16.90m

3.00m 3.00m35.30m

HWL0.60m0.80m
0.80m

0.60m
3.00m

2.40m

37.70m
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検
討
対
象
区
間

(=
ダ
ム
に
よ
る
流
量
低
減
効
果
が
あ
る
区
間
)

古屋川合流点古屋川合流点古屋川合流点古屋川合流点

樮樮樮樮川合流点川合流点川合流点川合流点

室川合流点室川合流点室川合流点室川合流点

西神ノ川合流点西神ノ川合流点西神ノ川合流点西神ノ川合流点

ＡＡＡＡ(3.6(3.6(3.6(3.6ｋｋｋｋ))))

ＢＢＢＢ(4.8(4.8(4.8(4.8ｋｋｋｋ))))

ＣＣＣＣ(6.4(6.4(6.4(6.4ｋｋｋｋ))))

ＤＤＤＤ(7.8(7.8(7.8(7.8ｋｋｋｋ))))

ＥＥＥＥ(9.8(9.8(9.8(9.8ｋｋｋｋ))))

ＦＦＦＦ(13.0(13.0(13.0(13.0ｋｋｋｋ))))

ダム地点ダム地点ダム地点ダム地点

捷水路捷水路捷水路捷水路

河口河口河口河口

切目橋(治水基準点）

古井(利水基準点）

＋＋＋＋33.333.333.333.3
②②②②

＋＋＋＋48.048.048.048.0
③③③③

＋＋＋＋91.891.891.891.8
①①①①

＋＋＋＋33.333.333.333.3
河口～河口～河口～河口～ＡＡＡＡ

区間区間区間区間 河床河床河床河床掘削掘削掘削掘削
追加追加追加追加案案案案

引堤引堤引堤引堤
追加追加追加追加案案案案

嵩上げ嵩上げ嵩上げ嵩上げ
追加追加追加追加案案案案

コストコストコストコスト
最小最小最小最小案案案案

ＦＦＦＦ～ダム～ダム～ダム～ダム －－－－
＋＋＋＋29.629.629.629.6

②②②②
＋＋＋＋110..9110..9110..9110..9

①①①①
＋＋＋＋29.629.629.629.6 ＋＋＋＋29.629.629.629.6

Ｅ～ＦＥ～ＦＥ～ＦＥ～Ｆ ②②②②
＋＋＋＋11.511.511.511.5

③③③③
＋＋＋＋25.025.025.025.0

①①①①
＋＋＋＋ 7.97.97.97.9 ＋＋＋＋ 7.97.97.97.9

ＤＤＤＤ～～～～ＥＥＥＥ
②②②②

＋＋＋＋ 5.95.95.95.9
③③③③

＋＋＋＋11.011.011.011.0
①①①①

＋＋＋＋ 3.23.23.23.2 ＋＋＋＋ 3.23.23.23.2

ＣＣＣＣ～～～～ＤＤＤＤ
②②②②

＋＋＋＋ 3.43.43.43.4
③③③③

＋＋＋＋12.212.212.212.2
①①①①

＋＋＋＋ 1.51.51.51.5 ＋＋＋＋ 1.51.51.51.5

Ｂ～ＣＢ～ＣＢ～ＣＢ～Ｃ ②②②②
＋＋＋＋10.010.010.010.0

③③③③
＋＋＋＋10.610.610.610.6

①①①①
＋＋＋＋ 5.15.15.15.1 ＋＋＋＋ 5.15.15.15.1

ＡＡＡＡ～～～～ＢＢＢＢ
①①①①

＋＋＋＋ 3.63.63.63.6
③③③③

＋＋＋＋11.511.511.511.5
②②②②

＋＋＋＋ 4.54.54.54.5
＋＋＋＋ 1.51.51.51.5
＋＋＋＋ 3.63.63.63.6

計計計計
①①①①

＋＋＋＋97.397.397.397.3
③③③③

＋＋＋＋273.0273.0273.0273.0
②②②②

＋＋＋＋99.899.899.899.8 ＋＋＋＋85.685.685.685.6

区間毎のコスト評価を行った結果、３つの方策のうち河口から上流まで一つの方区間毎のコスト評価を行った結果、３つの方策のうち河口から上流まで一つの方区間毎のコスト評価を行った結果、３つの方策のうち河口から上流まで一つの方区間毎のコスト評価を行った結果、３つの方策のうち河口から上流まで一つの方
策を適用した場合のコストが最も小さい河床掘削追加案（但し、Ｆ地点策を適用した場合のコストが最も小さい河床掘削追加案（但し、Ｆ地点策を適用した場合のコストが最も小さい河床掘削追加案（但し、Ｆ地点策を適用した場合のコストが最も小さい河床掘削追加案（但し、Ｆ地点(13.0k)(13.0k)(13.0k)(13.0k)上上上上
流は嵩上げ追加案）と、落差工により流は嵩上げ追加案）と、落差工により流は嵩上げ追加案）と、落差工により流は嵩上げ追加案）と、落差工により上下流上下流上下流上下流区間区間区間区間のののの整合整合整合整合性性性性を図りつつ、河口からＢを図りつつ、河口からＢを図りつつ、河口からＢを図りつつ、河口からＢ
地点地点地点地点(3.6k)(3.6k)(3.6k)(3.6k)までの区間を河床までの区間を河床までの区間を河床までの区間を河床掘削掘削掘削掘削追加追加追加追加案、案、案、案、ＢＢＢＢより上流より上流より上流より上流区間を区間を区間を区間を嵩上げ嵩上げ嵩上げ嵩上げ追加追加追加追加案案案案としてコとしてコとしてコとしてコ
スト最小となるスト最小となるスト最小となるスト最小となる河床掘削河床掘削河床掘削河床掘削・・・・嵩上げ嵩上げ嵩上げ嵩上げ追加追加追加追加案案案案の２案の２案の２案の２案でででで総合評価総合評価総合評価総合評価を行う。を行う。を行う。を行う。

古屋川合流点古屋川合流点古屋川合流点古屋川合流点
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嵩
上
嵩
上
嵩
上
嵩
上
げげげげ
追
加
案

追
加
案

追
加
案

追
加
案

河
床
掘
削
追
加
案

河
床
掘
削
追
加
案

河
床
掘
削
追
加
案

河
床
掘
削
追
加
案

【【【【河道改修河道改修河道改修河道改修単独単独単独単独案の案の案の案の組み合わせ検討（２）組み合わせ検討（２）組み合わせ検討（２）組み合わせ検討（２）】】】】

区間毎の概算費用算定結果区間毎の概算費用算定結果区間毎の概算費用算定結果区間毎の概算費用算定結果((((単位：億円単位：億円単位：億円単位：億円))))
・表中の事業費は、現行案（ダム除き）からの追加コスト（概算）
・○の中の数字は３案の中の順位（但し、×は著しく高コスト）

(落差工)

治水目的の総合評価（５）治水目的の総合評価（５）治水目的の総合評価（５）治水目的の総合評価（５）
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２）概略評価による利水対策案の抽出（二次選定）、抽出された治水対策案の概要２）概略評価による利水対策案の抽出（二次選定）、抽出された治水対策案の概要２）概略評価による利水対策案の抽出（二次選定）、抽出された治水対策案の概要２）概略評価による利水対策案の抽出（二次選定）、抽出された治水対策案の概要

河床掘削・河床掘削・河床掘削・河床掘削・
嵩上げ追加嵩上げ追加嵩上げ追加嵩上げ追加

堤防嵩上げ堤防嵩上げ堤防嵩上げ堤防嵩上げ
追加追加追加追加

引堤追加引堤追加引堤追加引堤追加

河床掘削河床掘削河床掘削河床掘削
追加追加追加追加

遊水地追加遊水地追加遊水地追加遊水地追加
ケース３ケース３ケース３ケース３

遊水地追加遊水地追加遊水地追加遊水地追加
ケース２ケース２ケース２ケース２

遊水地追加遊水地追加遊水地追加遊水地追加
ケース１ケース１ケース１ケース１

ダムダムダムダム
(現行案)

8.7ha

9.7ha

20.4ha

7.2ha

8.4ha

8.4ha

8.3ha

5.9ha

用地補償用地補償用地補償用地補償

10橋

19橋

22橋

12橋

9橋

9橋

9橋

5橋

橋梁改築橋梁改築橋梁改築橋梁改築

9基

9基

17基

15基

9基

9基

9基

7基

堰改築堰改築堰改築堰改築

河道改修河道改修河道改修河道改修洪水調節洪水調節洪水調節洪水調節
施設施設施設施設

－

－

－

－

遊水地
4箇所

遊水地
3箇所

遊水地
9箇所

ダム
1基

20.2km
(左右岸計)

24.7km
(左右岸計)

43.1km
(左右岸計)

20.0km
(左右岸計)

19.3km
(左右岸計)

19.3km
(左右岸計)

18.9km
(左右岸計)

14.9km
(左右岸計)

築堤等延長築堤等延長築堤等延長築堤等延長

総合評価総合評価総合評価総合評価
を行うを行うを行うを行う

① 約189億円
② 4千万円程度

① 遊水地
（下流でダムとほぼ同程度
の洪水調節効果）

② 河道改修

棄却棄却棄却棄却
((((高コスト高コスト高コスト高コスト

① 約199億円
② 4千万円程度

① 遊水地
（下流でダムと同程度の洪水
調節効果）

② 河道改修

棄却棄却棄却棄却
((((高コスト高コスト高コスト高コスト))))

① 約196億円
② 3千万円程度

① 河道改修

棄却棄却棄却棄却
((((高コスト高コスト高コスト高コスト))))

① 約369億円
② 4千万円程度

① 河道改修

① 約182億円
② 3千万円程度

① 約193億円
② 3千万円程度

① 約250億円

① 約142億円
② 5千万円程度

概算費用概算費用概算費用概算費用

総合評価総合評価総合評価総合評価
を行うを行うを行うを行う

① 河道改修

総合評価総合評価総合評価総合評価
を行うを行うを行うを行う

① 河道改修

河河河河
道道道道
改改改改
修修修修
単単単単
独独独独

棄却棄却棄却棄却
((((高コスト高コスト高コスト高コスト))))

① 遊水地
（最大規模の洪水調節効果）

② 河道改修
遊遊遊遊
水水水水
地地地地
追追追追
加加加加

総合評価総合評価総合評価総合評価
を行うを行うを行うを行う

① ダム
② 河道改修

概略評価概略評価概略評価概略評価概要概要概要概要案の名称案の名称案の名称案の名称

凡例 概算費用 ①：完成までに要する費用、②：維持管理・更新費用（50年間分の年平均）

【【【【まとめまとめまとめまとめ】】】】

治水目的の総合評価（６）治水目的の総合評価（６）治水目的の総合評価（６）治水目的の総合評価（６）
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（１）安全度（被害軽減効果）（１）安全度（被害軽減効果）（１）安全度（被害軽減効果）（１）安全度（被害軽減効果）
①河川整備計画レベルの目標に対し安全を確
保できるか

②目標を上回る洪水等が発生した場合にどの
ような状態となるか

③段階的にどのように安全度が確保されてい
くのか(例えば5,10年後)

④どの範囲どのような効果が確保されていく
のか(上下流や支川等における効果)

（２）コスト（２）コスト（２）コスト（２）コスト
①完成までに要する費用はどのくらいか
②維持管理に要する費用はどのくらいか
③その他の費用（ダム中止に伴って発生する
費用等）はどれくれいか

（３）実現性（３）実現性（３）実現性（３）実現性
①土地所有者等の協力の見通しはどうか
②その他の関係者との調整の見通しはどうか
③法制度上の観点から実現性の見通しはどう
か

④技術上の観点から実現性の見通しはどうか

（４）持続性（４）持続性（４）持続性（４）持続性
①将来にわたって持続可能といえるか

（５）柔軟性（５）柔軟性（５）柔軟性（５）柔軟性
①地球温暖化に伴う気候変化や少子化など、
将来の不確実性に対してどのように対応で
きるか

（６）地域社会への影響（６）地域社会への影響（６）地域社会への影響（６）地域社会への影響
①事業地及びその周辺への影響はどの程度か
②地域振興に対してどのような効果があるか
③地域間の利害の衡平への配慮がなされてい
るか

（７）環境への影響（７）環境への影響（７）環境への影響（７）環境への影響
①水環境に対してどのような影響があるか
②生物の多様性の確保及び流域の自然環境全
体にどのような影響があるか

③土砂流動がどう変化し、下流河川・海岸に
どのように影響するか

④景観、人と自然との豊かな触れ合いにどの
ような影響があるか

⑤その他

３）評価軸毎の評価、目的別の総合評価３）評価軸毎の評価、目的別の総合評価３）評価軸毎の評価、目的別の総合評価３）評価軸毎の評価、目的別の総合評価

治水目的の総合評価（７）治水目的の総合評価（７）治水目的の総合評価（７）治水目的の総合評価（７）

概略評価により概略評価により概略評価により概略評価により抽出された３案（ダム案、抽出された３案（ダム案、抽出された３案（ダム案、抽出された３案（ダム案、遊水地追加案遊水地追加案遊水地追加案遊水地追加案、、、、河床掘削・嵩上げ追加案河床掘削・嵩上げ追加案河床掘削・嵩上げ追加案河床掘削・嵩上げ追加案))))について、について、について、について、
以下の以下の以下の以下の７７７７つの評価軸毎に評価つの評価軸毎に評価つの評価軸毎に評価つの評価軸毎に評価し、総合評価し、総合評価し、総合評価し、総合評価する。する。する。する。
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④河道改修は、整備が完了し
た区間から順次効果発現

・嵩上げ区間は、流入支川へ
の影響が予想される

④河道改修は、整備が完了し
た区間から順次効果発現

④遊水地は、遊水地下流(5.7k
地点付近)から河口まで効果
発現

・河道改修は、整備が完了し
た区間から順次効果発現

④ダムは、ダム地点(24k地点)
から河口まで効果発現

・河道改修は、整備が完了し
た区間から順次効果発現

（１）（１）（１）（１）
安全度安全度安全度安全度

((((被害軽被害軽被害軽被害軽
減効果減効果減効果減効果))))

③河道改修は、下流から順次
効果発現。
事業実施済み区間の再改修
に伴い、効果発現は、ダム
案よりも相当遅れることが
予想される

③河道改修は、下流から順次
効果発現。
事業実施済み区間の再改修
に伴い、効果発現は、ダム
案よりも相当遅れることが
予想される。

③遊水地は、施設完成後(時期
は不透明)に効果発現

・河道改修は、下流から順次
効果発現
事業中区間の計画見直しに
伴い、効果発現は、ダム案
よりも遅れることが予想さ
れる

③ダムは、施設完成後(4年後)
に効果発現可能

・河道改修は、下流から順次
効果発現
概ね5年後に河口から名杭橋
付近、概ね10年後に河口か
ら羽六まで効果発現が可能

②計画規模(1/20)を上回る洪
水に対する破堤や溢水氾濫
の危険性は、ダム案より高
まる

・嵩上げを行う区間では他案
よりも破堤の危険性が高ま
る

②計画規模(1/20)を上回る洪
水に対する破堤や溢水氾濫
の危険性は、ダム案より高
まる

②本案の遊水地は、計画規模
(1/20)を上回る洪水に対し
て洪水調節効果を発現しな
い

②ダムは、河川整備基本方針
規模(1/70)まで計画上の効
果を発現し、超過洪水でも
ピーク時間を遅らせる効果
あり

・局地的大雨の分布に関係な
く、河川改修のみの効果と
なり、流域の雨水･排水施設
の能力以上の大雨に対して
は内水被害が発生

・嵩上げを行う区間では、他
案よりも内水氾濫の発生リ
スクが高まる

・局地的大雨の分布に関係な
く、河川改修のみの効果と
なり、流域の雨水･排水施設
の能力以上の大雨に対して
は内水被害が発生

・局地的大雨が遊水地上流域
で発生した場合、上記と同
様

・局地的大雨が下流域で発生
した場合、河川改修のみの
効果となり、流域の雨水･排
水施設の能力以上の大雨に
対しては内水氾濫が発生

・局地的大雨がダム上流域で
発生した場合、上記と同様

・局地的大雨が中・下流域等
で発生した場合、河川改修
のみの効果となり、下流域
の場合、流域の雨水･排水施
設の能力以上の大雨に対し
ては内水氾濫が発生

①計画規模(1/20)の安全度を
確保可能

①計画規模(1/20)の安全度を
確保可能

①計画規模(1/20)の安全度を
概ね確保可能

①計画規模(1/20)の安全度を
確保可能

河床掘削追加案河床掘削追加案河床掘削追加案河床掘削追加案
（河道改修単独）（河道改修単独）（河道改修単独）（河道改修単独）

遊水地追加案遊水地追加案遊水地追加案遊水地追加案
((((遊水地＋河道改修遊水地＋河道改修遊水地＋河道改修遊水地＋河道改修))))

河床掘削・嵩上げ追加案河床掘削・嵩上げ追加案河床掘削・嵩上げ追加案河床掘削・嵩上げ追加案
((((河道改修単独河道改修単独河道改修単独河道改修単独))))

ダム案ダム案ダム案ダム案
((((ダム＋河道改修ダム＋河道改修ダム＋河道改修ダム＋河道改修))))

名称名称名称名称

治水目的の総合評価（８）治水目的の総合評価（８）治水目的の総合評価（８）治水目的の総合評価（８）
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①河道の状況を継続的にモニ
タリングし、必要に応じて
維持掘削等の対策を実施す
ることにより持続的に効果
を発現可能

①河道の状況を継続的にモニ
タリングし、必要に応じて
維持掘削等の対策を実施す
ることにより持続的に効果
を発現可能

①遊水地や河道の状況を継続
的にモニタリングし、必要
に応じて対策を実施するこ
とにより持続的に効果を発
現可能

①貯水池堆砂や水質、河道等
の状況を継続的にモニタリ
ングし、必要に応じて対策
を実施することにより持続
的に効果を発現可能

（４）（４）（４）（４）
持続性持続性持続性持続性

①河道改修は、河川整備基本
方針レベル(1/70)以上の計
画規模への引上げには全面
的な再改修を要し、柔軟に
対応することが困難

①河道改修は、河川整備基本
方針レベル(1/70)以上の計
画規模への引上げには全面
的な再改修を要し、柔軟に
対応することが困難

①遊水地は、河川整備計画レ
ベル(1/20)以上の計画規模
への引上げに事業地の拡大
を要し柔軟に対応すること
は困難

・河道改修は、河川整備基本
方針レベル(1/70)以上への
計画規模の引上げには全面
的な再改修を要し、柔軟に
対応することが困難

①ダム放流施設の改造による
中小洪水に対する機能強化
や、ダム嵩上げによる河川
整備基本方針レベル(1/70)
以上の計画規模への引上げ
が可能

・河道改修は、河川整備基本
方針レベル(1/70)以上への
計画規模の引上げには全面
的な再改修を要し、柔軟に
対応することが困難

（５）（５）（５）（５）
柔軟性柔軟性柔軟性柔軟性

④技術上の隘路なし④技術上の隘路なし④技術上の隘路なし④技術上の隘路なし

（３）（３）（３）（３）
実現性実現性実現性実現性

①河道改修に係る用地取得・
補償は、現在調整中又は今
後の事業進捗にあわせて要
調整

①河道改修に係る用地取得・
補償は、現在調整中又は今
後の事業進捗にあわせて要
調整

①遊水地は、約17万㎡の農地
の買収で土地所有者との合
意形成に長期間を要する見
通し

・河道改修に係る用地取得・
補償は、現在調整中又は今
後の事業進捗にあわせて要
調整

①ダムは、用地取得･家屋移転
済み

・河道改修に係る用地取得・
補償は、現在調整中又は今
後の事業進捗にあわせて要
調整

②河床掘削に係る関係河川使
用者との調整必要

・橋梁管理者、井堰管理者と
の調整が増大

②河床掘削に係る関係河川使
用者との調整必要

・橋梁管理者、井堰管理者と
の調整が増大

②河道改修に伴う調整は従来
通り

②ダムは、関係河川使用者と
調整済み

・河道改修に伴う調整は従来
通り

③法制度上の隘路なし③法制度上の隘路なし③法制度上の隘路なし③法制度上の隘路なし

②維持管理･更新に
平均3千万円/年程度

②維持管理･更新に
平均3千万円/年程度

②維持管理･更新に
平均4千万円/年程度

②維持管理･更新に
平均5千万円/年程度

③中止費用として、生活再建
対策等の残額、安全対策等
に約9.2億円程度

③中止費用として、生活再建
対策等の残額、安全対策等
に約9.2億円程度

③中止費用として、生活再建
対策等の残額、安全対策等
に約9.2億円程度

③中止費用なし

①完成までに約182億円①完成までに約193億円①完成までに約189億円①完成までに約142億円

（２）（２）（２）（２）
コストコストコストコスト

河床掘削追加案河床掘削追加案河床掘削追加案河床掘削追加案
（河道改修単独）（河道改修単独）（河道改修単独）（河道改修単独）

河床掘削・嵩上げ追加案河床掘削・嵩上げ追加案河床掘削・嵩上げ追加案河床掘削・嵩上げ追加案
((((河道改修単独河道改修単独河道改修単独河道改修単独))))

遊水地追加案遊水地追加案遊水地追加案遊水地追加案
((((遊水地＋河道改修遊水地＋河道改修遊水地＋河道改修遊水地＋河道改修))))

ダム案ダム案ダム案ダム案
((((ダム＋河道改修ダム＋河道改修ダム＋河道改修ダム＋河道改修))))

名称名称名称名称

治水目的の総合評価（９）治水目的の総合評価（９）治水目的の総合評価（９）治水目的の総合評価（９）
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①水量や水質への影響は小さ
いと予想される

①水量や水質への影響は小さ
いと予想される

①水量や水質への影響は小さ
いと予想される

①水温や水質の変化は小さい
と予測

・選択取水設備により放流水
温変化と濁水長期化の軽減
が可能と予測・貯水池水質
悪化が恒常化した場合は曝
気装置の設置等を検討

（７）（７）（７）（７）
環境へ環境へ環境へ環境へ
の影響の影響の影響の影響

③整備箇所と効果発現範囲が
概ね一致するため下流から
順次整備を進める限り、利
害の不衡平は生じない

③整備箇所と効果発現範囲が
概ね一致するため下流から
順次整備を進める限り、利
害の不衡平は生じない

③遊水地下流で効果が発現す
るため、上下流間で利害が
一致しないほか、農地を改
変するため、農業者間の不
均衡を招く可能性あり

③ダムによる受益は、ダム下
流沿川で洪水調節と既得農
業で水道用水の安定確保が
あり、ダム建設地も受益地
も全て印南町域となる。

（６）（６）（６）（６）
地域社会地域社会地域社会地域社会
への影響への影響への影響への影響

②地域振興に寄与する要素は
特にない

②地域振興に寄与する要素は
特にない

②地域経済への負の影響が大
きい

②国道425号付替えが地域振興
に寄与

①大きな影響は予想されない①大きな影響は予想されない①約17万m2の農地を全面的に
掘削して遊水地とすること
は、事業地・周辺への影響
（農業収益減収）が著しい

①水没する高串区(13戸)の方
々のご理解を得て家屋移転
にご協力いただいた

②河床掘削の追加がアユの産
卵場をはじめ流域環境や生
態系へ影響を及ぼすことが
ないよう必要に応じて環境
保全措置や環境配慮に努め
る必要がある

②河床掘削の追加がアユの産
卵場をはじめ流域環境や生
態系へ影響を及ぼすことが
ないよう必要に応じて環境
保全措置や環境配慮に努め
る必要がある

②土地の改変（湛水面積約
0.2km2）に伴う流域環境や
生態系への影響は不明だが
流域環境や生態系へ影響を
及ぼすことがないよう必要
に応じて環境保全措置や環
境配慮に努める必要がある

・既存調査で重要種等は、確
認されていない

②土地の改変（湛水面積約
0.3km2）、上下流の環境分
断等で大きく影響をうける
動植物が一部あり、移植等
の環境保全措置や環境配慮
により影響軽減に努める必
要がある

・上下流の環境分断による水
域の移動性を除く上位性、
典型性、移動性の観点から
生態系に与える影響は小さ
い又はほとんどないと予測

河床掘削追加案河床掘削追加案河床掘削追加案河床掘削追加案
（河道改修単独）（河道改修単独）（河道改修単独）（河道改修単独）

河床掘削・嵩上げ追加案河床掘削・嵩上げ追加案河床掘削・嵩上げ追加案河床掘削・嵩上げ追加案
((((河道改修単独河道改修単独河道改修単独河道改修単独))))

遊水地追加案遊水地追加案遊水地追加案遊水地追加案
((((遊水地＋河道改修遊水地＋河道改修遊水地＋河道改修遊水地＋河道改修))))

ダム案ダム案ダム案ダム案
((((ダム＋河道改修ダム＋河道改修ダム＋河道改修ダム＋河道改修))))

名称名称名称名称

治水目的の総合評価（１０）治水目的の総合評価（１０）治水目的の総合評価（１０）治水目的の総合評価（１０）
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④景観への影響は予想されな
い

・人と自然との触れ合いの活
動の場への影響は予想され
ない

④新たな水面が創出されるが
景観への影響は水質に依存
すると予想される

・人と自然との触れ合いの活
動の場への影響について、
河床掘削が遊泳場所等の河
川利用に影響を及ぼすこと
がないよう、必要に応じて
環境保全措置や環境配慮に
努める必要がある

④新たな水面が創出されるが
景観への影響は水質に依存
すると予想される

・人と自然との触れ合いの活
動の場への影響は予想され
ない

④主要な景観資源への影響は
ない

・人と自然との触れ合いの活
動の場への影響はほとんど
ないと予測

⑤その他特になし

③土砂移動や下流河川・海岸
部への影響は小さいと予想
される

河床掘削追加案河床掘削追加案河床掘削追加案河床掘削追加案
（河道改修単独）（河道改修単独）（河道改修単独）（河道改修単独）

⑤その他特になし⑤その他特になし⑤ダムについては、切目川ダ
ム環境委員会の審議に基づ
き、環境影響評価法による
実施項目に準じた環境影の
予測と評価を実施・公表し
ており、継続的なモニタリ
ングのほか、必要な環境保
全措置や環境配慮を行うこ
ととしている。

③土砂移動や下流河川・海岸
部への影響は小さいと予想
される

③土砂移動や下流河川・海岸
部への影響は小さいと予想
される

③河床構成材料はダム供用後
に現況より若干移動しにく
くなるが将来は大きく変化
しないと予測

・ダム直下流では粗粒化が進
む可能性があるが下流にい
くほど影響が緩和

・河口・海岸部や干潟への影
響は小さいと予測

（７）（７）（７）（７）
環境へ環境へ環境へ環境へ
の影響の影響の影響の影響

河床掘削・嵩上げ追加案河床掘削・嵩上げ追加案河床掘削・嵩上げ追加案河床掘削・嵩上げ追加案
((((河道改修単独河道改修単独河道改修単独河道改修単独))))

遊水地追加案遊水地追加案遊水地追加案遊水地追加案
((((遊水地＋河道改修遊水地＋河道改修遊水地＋河道改修遊水地＋河道改修))))

ダム案ダム案ダム案ダム案
((((ダム＋河道改修ダム＋河道改修ダム＋河道改修ダム＋河道改修))))

名称名称名称名称

治水目的の総合評価（１１）治水目的の総合評価（１１）治水目的の総合評価（１１）治水目的の総合評価（１１）
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第一に、「コスト」について、完成までに要する概算費用は、ダム案が最も小さく有利であり、更に他案には中止費用
が必要となる。維持管理・更新費用は、ダム案が最も大きくなり、河床掘削追加案と河床掘削・嵩上げ追加案がダム案よ
りも小さくなるが、完成までに要する概算費用の評価を逆転させるには至らない程度の差と考えられるほか、ダムの早期
完成・供用が維持管理・更新費用を大きくする要因の一つである側面にも留意する必要がある。したがって、「コスト」
面ではダム案が最も有利と言える。

第二に、「時間的な観点から見た実現性」について、ダム案は４年後に一定規模の安全度がダム下流域全体で確保でき
概ね10年後までには羽六までの下流区間で1/20の安全度が確保可能である。
一方、河道掘削追加案や河道掘削・嵩上げ追加案は、事業実施済み区間の再改修を伴うため、羽六までの下流区間で

1/20の安全度を確保するのにも相当な期間が必要と予想される。また、遊水地追加案は、農地の買収に相当な期間を要す
る見通しであり、遊水地整備効果の発現時期は、確実な見通しが立たない状況になるものと予想される。
浸水被害が頻発している状況に加え、切目川沿川地域において、農業の高品質化・産地化が進み、農業設備投資が活発

であるなど、冠水を許さない営農形態に転換している地域事情に鑑み、早期治水効果発現は、重要視すべき事項と考えら
れる。

第三に、持続性、地域社会への影響、環境への影響を含めて評価を行い、それらを総合的に評価すると以下の通りであ
る。
・持続性に関しては、各案とも継続的なモニタリングを実施し必要に応じて対策をとることにより持続可能である。
・地域社会への影響に関して、遊水地追加案は、地域経済を支える農業基盤を大幅に減少させることになり、事業地・
周辺をはじめとする地域社会への影響が著しいと予想される。河床掘削追加案及び河床掘削・嵩上げ追加案は、橋梁
管理者や井堰管理者との調整が増大するが、地域社会へ大きな影響を及ぼすには至らないと予想される。

・将来の不確実な要素に対する柔軟性に関して、ダム案は、放流施設の改造による中小洪水への機能強化やダム嵩上げ
による河川整備基本方針規模(1/70)以上への引上げが可能。一方、遊水地追加案は、河川整備計画規模(1/20)以上へ
の引上げでも柔軟な対応が難しい。河床掘削追加案及び河床掘削・嵩上げ追加案は、河川整備基本方針規模(1/70)以
上への引上げに全面的な再改修が必要となり、柔軟に対応することは困難であるが、これは、ダム案と遊水地追加案
の河道改修にも当てはまる。

・環境への影響に関しては、河床掘削追加案及び河床掘削・嵩上げ追加案が最も小さく、次いで遊水地追加案が、改変
面積がダム案より小さく、上下流の分断を生じないため、環境への影響が小さいと予想される。なお、ダム案は、切
目川ダム環境委員会の審議に基づき、環境影響評価法による実施項目に準じた環境影響の予測と評価を実施、公表し
ており、継続的なモニタリングや必要な環境保全措置、環境配慮を行うこととしている。

以上のように、治水について現時点で総合評価すると、コスト、時間的な観点から見た実現性などから、ダム案が最も
有利と言える。

総合総合総合総合
評価評価評価評価

河床掘削追加案河床掘削追加案河床掘削追加案河床掘削追加案
（河道改修単独）（河道改修単独）（河道改修単独）（河道改修単独）

河床掘削・嵩上げ追加案河床掘削・嵩上げ追加案河床掘削・嵩上げ追加案河床掘削・嵩上げ追加案
((((河道改修単独河道改修単独河道改修単独河道改修単独))))

遊水地追加案遊水地追加案遊水地追加案遊水地追加案
((((遊水地＋河道改修遊水地＋河道改修遊水地＋河道改修遊水地＋河道改修))))

ダム案ダム案ダム案ダム案
((((ダム＋河道改修ダム＋河道改修ダム＋河道改修ダム＋河道改修))))

名称名称名称名称

治水目的の総合評価（１２）治水目的の総合評価（１２）治水目的の総合評価（１２）治水目的の総合評価（１２）
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Ｎ

０　　　　　　５km

日高川日高川日高川日高川

切目川切目川切目川切目川

南部川南部川南部川南部川

椿山ダム椿山ダム椿山ダム椿山ダム

切目川ダム切目川ダム切目川ダム切目川ダム

島ノ瀬ダム島ノ瀬ダム島ノ瀬ダム島ノ瀬ダム

５５５５．．．．新規利水（水道）目的の総合評価新規利水（水道）目的の総合評価新規利水（水道）目的の総合評価新規利水（水道）目的の総合評価
幅広い方策を組み合わせて必要な開発量を確保する幅広い方策を組み合わせて必要な開発量を確保する幅広い方策を組み合わせて必要な開発量を確保する幅広い方策を組み合わせて必要な開発量を確保する利水利水利水利水対策案対策案対策案対策案を検討し、概略評価によってを検討し、概略評価によってを検討し、概略評価によってを検討し、概略評価によって
数案を抽出のうえ、評価軸毎の評価、総合評価を行う数案を抽出のうえ、評価軸毎の評価、総合評価を行う数案を抽出のうえ、評価軸毎の評価、総合評価を行う数案を抽出のうえ、評価軸毎の評価、総合評価を行う

○河口堰○河口堰○河口堰○河口堰

海水淡水化○海水淡水化○海水淡水化○海水淡水化○

○河道外貯留施設○河道外貯留施設○河道外貯留施設○河道外貯留施設
地下水取水地下水取水地下水取水地下水取水
((((ダムダムダムダム))))

○水系間導水○水系間導水○水系間導水○水系間導水

■■■■印南原浄水場印南原浄水場印南原浄水場印南原浄水場

新規利水（水道）目的の総合評価（１）新規利水（水道）目的の総合評価（１）新規利水（水道）目的の総合評価（１）新規利水（水道）目的の総合評価（１）
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１７の利水対策案１７の利水対策案１７の利水対策案１７の利水対策案 印南町、切目川への適用可能性印南町、切目川への適用可能性印南町、切目川への適用可能性印南町、切目川への適用可能性
（一次選定）（一次選定）（一次選定）（一次選定）

１）１６の利水対策案の概略検討１）１６の利水対策案の概略検討１）１６の利水対策案の概略検討１）１６の利水対策案の概略検討((((一次選定一次選定一次選定一次選定))))

－－－－
○○○○
×：実現性
×：実現性
△△△△
×：実現性
△（流域内は△（流域内は△（流域内は△（流域内は××××：実現性：実現性：実現性：実現性))))
△△△△ ((((流域内は流域内は流域内は流域内は××××：実現性：実現性：実現性：実現性))))
△△△△
×：実現性
○○○○
×：目標（※）
×：実現性
△△△△ ((((流域内は流域内は流域内は流域内は××××：実現性：実現性：実現性：実現性))))
×：目標（※）
×：実現性（※）
×：実現性（※）

（１）ダム（１）ダム（１）ダム（１）ダム

（（（（２２２２））））河口堰河口堰河口堰河口堰

（５）河道（５）河道（５）河道（５）河道外貯留施設外貯留施設外貯留施設外貯留施設

（（（（７７７７））））他用途ダム容量他用途ダム容量他用途ダム容量他用途ダム容量
買上げ買上げ買上げ買上げ

（８）水系間導水（８）水系間導水（８）水系間導水（８）水系間導水
（１４）既得水利の合（１４）既得水利の合（１４）既得水利の合（１４）既得水利の合

理化・転用理化・転用理化・転用理化・転用

（（（（９９９９））））地下水取水地下水取水地下水取水地下水取水

概略評価を行う利水対策案概略評価を行う利水対策案概略評価を行う利水対策案概略評価を行う利水対策案
（一次選定）（一次選定）（一次選定）（一次選定）

（※）本検討では適用しないが、
今後の動向把握等に努める

（１）ダム（１）ダム（１）ダム（１）ダム
（２）河口堰（２）河口堰（２）河口堰（２）河口堰
（３）湖沼開発
（４）流況調整河川
（５）河道外貯留施設（５）河道外貯留施設（５）河道外貯留施設（５）河道外貯留施設
（６）ダム再開発（嵩上げ・掘削）
（７）他用途ダム容量買上げ（７）他用途ダム容量買上げ（７）他用途ダム容量買上げ（７）他用途ダム容量買上げ
（８）水系間導水（８）水系間導水（８）水系間導水（８）水系間導水
（９）地下水取水（９）地下水取水（９）地下水取水（９）地下水取水
（１０）ため池
（１１）海水淡水化（１１）海水淡水化（１１）海水淡水化（１１）海水淡水化
（１２）水源林の保全
（１３）ダム使用等の振替
（１４）既得水利の合理化（１４）既得水利の合理化（１４）既得水利の合理化（１４）既得水利の合理化・転用・転用・転用・転用
（１５）渇水調整の強化
（１６）節水対策
（１７）雨水・中水利用

（（（（１１）海水淡水化１１）海水淡水化１１）海水淡水化１１）海水淡水化

新規利水（水道）目的の総合評価（２）新規利水（水道）目的の総合評価（２）新規利水（水道）目的の総合評価（２）新規利水（水道）目的の総合評価（２）

ダムを除く１６の利水ダムを除く１６の利水ダムを除く１６の利水ダムを除く１６の利水対策案対策案対策案対策案の適用可能性を検討し、概略評価を行う利水対策案を選定の適用可能性を検討し、概略評価を行う利水対策案を選定の適用可能性を検討し、概略評価を行う利水対策案を選定の適用可能性を検討し、概略評価を行う利水対策案を選定
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２）概略評価による利水対策案の抽出（二次選定）、抽出された利水対策案の概要２）概略評価による利水対策案の抽出（二次選定）、抽出された利水対策案の概要２）概略評価による利水対策案の抽出（二次選定）、抽出された利水対策案の概要２）概略評価による利水対策案の抽出（二次選定）、抽出された利水対策案の概要

新規利水（水道）目的の総合評価（３）新規利水（水道）目的の総合評価（３）新規利水（水道）目的の総合評価（３）新規利水（水道）目的の総合評価（３）

６つの利水６つの利水６つの利水６つの利水対策案対策案対策案対策案の概略評価（主にコストと実現性）を行い、３つの利水対策案を抽出の概略評価（主にコストと実現性）を行い、３つの利水対策案を抽出の概略評価（主にコストと実現性）を行い、３つの利水対策案を抽出の概略評価（主にコストと実現性）を行い、３つの利水対策案を抽出

① 約17億円以上
② 6千万円程度

① 約 6.2億円
② 1千万円程度

【日高川】
① 約16億円以上
② 1千万円程度

① 約11億円
② 1千万円程度

① 約23億円
② 2千万円程度

① 約 6.2億円
② 1千万円程度
(水道施設含む)

概算費用概算費用概算費用概算費用

日量1,000m3/日の造水が可能
（印南川河口付近に用地を確保可
能な場合）

地下水調査等による確認が必要
（利用可能な既存の調査結果が非
常に限られている）

・ダム利水容量等に余剰なし
【日高川】
・ダム発電容量の買い上げは困難
等

【南部川】
・既得水利の合理化事業の実施予
定なし 等

25,000m3の利水容量の確保が可能
（12,500㎡～25,000㎡の用地を切
目川沿川に確保可能な場合）

25,000m3の利水容量の確保が河道
内で可能

日量1,000m3の取水が可能

実現性実現性実現性実現性

棄却棄却棄却棄却
((((著しく高コスト著しく高コスト著しく高コスト著しく高コスト))))

① 印南川河口付近
② 海水淡水化プラント、印南原へ

の導水施設(L=12.2km)

海水淡水化海水淡水化海水淡水化海水淡水化

総合評価を行う総合評価を行う総合評価を行う総合評価を行う

（ほぼ同程度のコスト）（ほぼ同程度のコスト）（ほぼ同程度のコスト）（ほぼ同程度のコスト）

① 古井付近(仮定)
② 井戸、印南原浄水施設への導水

施設(L=6.2km)
地下水取水地下水取水地下水取水地下水取水

棄却棄却棄却棄却
【【【【日高川日高川日高川日高川】】】】
((((著しく著しく著しく著しく高コスト高コスト高コスト高コスト、、、、実現性実現性実現性実現性
が低が低が低が低いいいい))))

【【【【南部川南部川南部川南部川】】】】
（実現性が著しく低い）（実現性が著しく低い）（実現性が著しく低い）（実現性が著しく低い）

① 日高川下流部(仮定)
または南部川下流部(仮定)

② 既設ダム運用見直し、取水施設
印南原浄水施設への導水施設
(日高川L=6.5km)

水系間導水水系間導水水系間導水水系間導水
＋他用途ダム
容量買上げ

＋既得水利の
合理化･転用

総合評価を行う総合評価を行う総合評価を行う総合評価を行う
((((但し、高コスト但し、高コスト但し、高コスト但し、高コスト))))

① 古井付近(仮定)
② 河道外貯留施設(面積約18,000

㎡)、印南原浄水施設への導水施
設(L=5.4km)

河道外貯留河道外貯留河道外貯留河道外貯留

棄却棄却棄却棄却
((((著しく高コスト著しく高コスト著しく高コスト著しく高コスト))))

① 河口から約2k付近(仮定)
② 河口堰、取水施設、印南原浄

水施設への導水施設(L=13.6km)
河口堰河口堰河口堰河口堰

総合評価を行う総合評価を行う総合評価を行う総合評価を行う
（現行案）（現行案）（現行案）（現行案）

① ダム：河口から約24k付近
取水施設：古井付近

② ダム、取水施設、印南原浄水
施設への導水施設(L=5.4km)

ダムダムダムダム
(現行案)

概略評価概略評価概略評価概略評価概要概要概要概要案の名称案の名称案の名称案の名称

凡例 概 要 ①：取水等位置、②：施設概要
概算費用 ①：完成までに要する費用、②：維持管理・更新費用（50年間分の年平均）
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概略評価により概略評価により概略評価により概略評価により抽出された３案（ダム案、河道外貯留、地下水取水抽出された３案（ダム案、河道外貯留、地下水取水抽出された３案（ダム案、河道外貯留、地下水取水抽出された３案（ダム案、河道外貯留、地下水取水))))について、について、について、について、以下の以下の以下の以下の６６６６つの評つの評つの評つの評
価軸毎に評価価軸毎に評価価軸毎に評価価軸毎に評価し、総合評価し、総合評価し、総合評価し、総合評価する。する。する。する。

（１）目標（１）目標（１）目標（１）目標
①利水参画者に対し、開発量として何m3/s必要
かを確認するとともに、その算出が妥当に行
われているかを確認の上、その量を確保する
こととしており、その量を確保できるか

②段階的にどのように効果が確保されていくか
③どの範囲でどのような効果が確保されていく
のか（取水位置別に、取水可能量がどのよう
に確保されるか）

④どのような水質の用水が得られるか

（２）コスト（２）コスト（２）コスト（２）コスト
①完成までに要する費用はどのくらいか
②維持管理に要する費用はどのくらいか
③その他の費用（ダム中止に伴って発生する費
用等）はどれくらいか

（３）実現性（３）実現性（３）実現性（３）実現性
①土地所有者等の協力の見通しはどうか
②関係する河川使用者の同意の見通しはどうか
③その他の関係者との調整の見通しはどうか
④事業期間はどの程度必要か
⑤法制度上の観点から実現性の見通しはどうか
⑥技術上の観点から実現性の見通しはどうか

（４）持続性（４）持続性（４）持続性（４）持続性
①将来にわたって持続可能といえるか

（５）地域社会への影響（５）地域社会への影響（５）地域社会への影響（５）地域社会への影響
①事業地及びその周辺への影響はどの程度か
②地域振興に対してどのような効果があるか
③地域間の利害の衡平への配慮がなされてい
るか

（６）環境への影響（６）環境への影響（６）環境への影響（６）環境への影響
①水環境に対してどのような影響があるか
②地下水位、地盤沈下や地下水の塩水化にど
のような影響があるか

③生物の多様性の確保及び流域の自然環境全
体にどのような影響があるか

④土砂流動がどう変化し、下流の河川・海岸
にどのように影響するか

⑤景観、人と自然の豊かなふれあいにどのよ
うな影響があるか

⑥CO2排出負荷はどう変わるか
⑦その他

新規利水（水道）目的の総合評価（４）新規利水（水道）目的の総合評価（４）新規利水（水道）目的の総合評価（４）新規利水（水道）目的の総合評価（４）

３）評価軸毎の評価、目的別の総合評価３）評価軸毎の評価、目的別の総合評価３）評価軸毎の評価、目的別の総合評価３）評価軸毎の評価、目的別の総合評価
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新規利水（水道）目的の総合評価（５）新規利水（水道）目的の総合評価（５）新規利水（水道）目的の総合評価（５）新規利水（水道）目的の総合評価（５）

①施設用地の買収に一定の時間を要する
見通し

②関係河川使用者の同意は不要
③周辺に農業用井戸等がある場合、影響
について関係者との調整が必要

④工事着手後は2年間程度で完了可能
⑤･⑥法制度上、技術上の隘路なし

①切目川沿川で12,500～25,000㎡の農
地の買収に時間を要する見通し

②関係河川使用者の同意が新たに必要
②･③ダム補給がないなか取水条件に関
し関係河川使用者等との調整に時間
を要する見通し

④工事着手後は4年間程度で完了可能
⑤･⑥法制度上、技術上の隘路なし

①ダム建設の用地取得･家屋移転済み
②水利権許可時に関係河川使用者の同
意取得済み

③その他の関係者特になし
④ダム事業､水道事業ともに4年間で完
了可能

⑤･⑥法制度上、技術上の隘路なし

（３）（３）（３）（３）
実現性実現性実現性実現性

①周辺の地下水位、井戸への影響を継続
的にモニタリングし、取水施設（井
戸）の維持更新を適切に実施すること
により持続的に効果を発現可能

①水質悪化の可能性があるが、必要に
応じて対策を実施することにより持
続的に効果を発現可能

①貯水池堆砂、水質、河床材料等の状
況を継続的にモニタリングし、必要
に応じて対策を実施することにより
持続的に効果を発現可能

（４）（４）（４）（４）
持続性持続性持続性持続性

①完成までに約6.2億円
②維持管理･更新に平均1千万円/年程
度(水道施設含む)

③中止費用として、建設費負担の返還
(0.85億円)、調査・設計費の一部(0.4
億円程度)が考えられる

①完成までに約11億円
②維持管理･更新に平均1千万円/年程
度(水道施設含む)

③中止費用として、建設費負担の返還
(0.85億円)、調査・設計費の一部
(0.3億円程度)が考えられる

①完成までに約6.2億円
②維持管理･更新に平均1千万円/年程
度(水道施設含む)

③中止費用なし
（２）（２）（２）（２）
コストコストコストコスト

①1,000m3/日の新規開発は、(古井近傍
では)出来ない可能性がある

②段階的な整備が可能だが、小規模な施
設でありメリット小さいと予想される

③取水施設から印南原、印南に導水
④古井付近における地下水取水の実績か
ら、簡易浄水で利用可能と予想される

①基本的に1,000m3/日の新規開発が可能
取水条件に応じて容量見直し必要

②基本的に施設完成後に効果発現
③貯留施設から印南原、印南に導水
④回転率が悪く水質悪化により水質改
善対策、高度浄化処理が必要となる
可能性あり

①1,000m3/日の新規開発が可能
②ダム完成後(平成26年度)に効果発現
③古井付近から印南原、印南に導水
④ダムによる水温・水質の変化は小さ
いと予測されるが、貯水池水質悪化
が恒常化した場合は曝気装置の設置
等を検討

（１）（１）（１）（１）
目標目標目標目標

①12,500～25,000㎡の農地の買収によ
り、地域の農業生産活動に影響が生
じるおそれあり

②地域振興に寄与する要素はない
③水道の受益地との利害の衡平性に配
慮を要する

河道外貯留河道外貯留河道外貯留河道外貯留

①必要な用地は小規模であり、用地買収
による地域への影響は予想されない

②地域振興に寄与する要素はない
③水道の受益地との利害の衡平性に配
慮を要する

地下水取水地下水取水地下水取水地下水取水

①･②高串区(13戸)が離村となったが
国道425号付替えが地域振興に寄与

③ダムによる受益は、水道用水のほか
にダム下流沿川で洪水調節と既得農
業用水の安定化があり、ダム建設地
も各受益地も全て印南町域となる。

（５）（５）（５）（５）
地域社会地域社会地域社会地域社会
への影響への影響への影響への影響

ダムダムダムダム名称名称名称名称
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新規利水（水道）目的の総合評価（６）新規利水（水道）目的の総合評価（６）新規利水（水道）目的の総合評価（６）新規利水（水道）目的の総合評価（６）

⑥CO2の主な排出要因は、導水によるも
のであり、導水は他案と同程度

⑥CO2の主な排出要因は、導水によるも
のであり、導水は他案と同程度

⑥ CO2の主な排出要因は、ダム建設と
導水によるものであり、導水は他案
と同程度。ダム建設は定量化困難。

⑤小規模な地下水取水施設であり、景観
や人と自然との触れ合いの活動の場へ
の影響は予想されない

⑤新たな水面が創出され、景観への影
響は水質に依存すると予想される

・人と自然との触れ合いの活動の場へ
の影響は予想されない

⑤主要な景観資源への影響はなく、人
と自然との触れ合いの活動の場への
影響もほとんどないと予測

④地下水取水であり土砂移動への影響は
ない

④河道外施設であり、土砂移動や下流
河川・海岸部への影響は予想されな
い

④河床構成材料はダム供用後に現況よ
り若干移動しにくくなるが将来は大
きく変化しないと予測

・ダム直下流では粗粒化が進む可能性
があるが下流にいくほど影響が緩和

・河口・海岸部や干潟への影響は小さ
いと予測

③小規模な地下水取水施設であり、流域
環境や生態系への影響はほとんど予想
されない

③流域環境や生態系への影響はほとん
ど予想されない

③土地の改変、上下流の環境分断等で
大きく影響をうける動植物が一部あ
り、移植等の環境保全措置や環境配
慮により影響軽減に努める

・上下流の環境分断による水域の移動
性を除き、上位性、典型性、移動性
の観点から生態系に与える影響は小
さい又はほとんどないと予測

②周辺にある既設の地下水取水施設や農
業用井戸等に影響が生じるリスクあり

②湛水により周辺の地下水位に影響が
生じる可能性あり

・地盤沈下、塩水化は予想されない

②表流水取水であり、地下水位、塩水
化等への影響は予想されない

①地下水取水であり水量や水質への影響
はないと予想される

①水質への影響は小さいと予想され、
水量への影響は取水条件に依存する

①水温や水質の変化は小さいと予測、
・選択取水設備により放流水温変化と
濁水長期化の軽減が可能と予測、貯
水池水質悪化が恒常化した場合は曝
気装置の設置等を検討

⑦その他特になし⑦その他特になし⑦ダムについては、切目川ダム環境委
員会の審議に基づき、環境影響評価
法による実施項目に準じた環境影の
予測と評価を実施・公表しており、
継続的なモニタリングのほか、必要
な環境保全措置や環境配慮を行うこ
ととしている。

（６）（６）（６）（６）
環境へ環境へ環境へ環境へ
の影響の影響の影響の影響

地下水取水地下水取水地下水取水地下水取水河道外貯留河道外貯留河道外貯留河道外貯留ダムダムダムダム名称名称名称名称
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新規利水（水道）目的の総合評価（７）新規利水（水道）目的の総合評価（７）新規利水（水道）目的の総合評価（７）新規利水（水道）目的の総合評価（７）

第一に、「コスト」では、河道外貯留については、維持管理コストは他と同程度であるが、整備コストが相当高い

ほか、ダム中止に伴う費用が発生するため、他案よりも明らかに不利である。

ダムと地下水取水は、整備、維持管理のいずれにおいてもほぼ同程度となるが、地下水取水についてはダム中止に

伴う費用が発生するため、ダムよりも不利である。

第二に、「時間的な観点から見た実現性」については、ダムが４年間で効果発現可能であるのに対し、河道外貯留

と地下水取水は、再調査・設計、簡易水道事業計画の変更・認可、関係者との調整、用地買収等に時間を要するうえ

に、工事実施にも数年の期間を要する見通しであり、ダムと同程度以上の期間が必要となり、「コスト」の不利を逆

転させる要因にはならない。特に、河道外貯留施設については、用地買収規模が大きいことから、関係者との調整に

時間を要することが予想される。

第三に、持続性、地域社会への影響、環境への影響を含めて評価を行い、それらを総合的に評価すると以下の通り

である。

・実現性に関しては、ダムについては、1/10渇水流量に対して新規開発可能であり、河道外貯留施設についても容量

見直しの必要が生じるおそれはあるものの1/10渇水流量に対して新規開発可能である。一方、地下水取水について

は、実現性が不確実であり、地下水調査等を実施しても取水できないリスクがある。

・地域社会への影響に関しては、河道外貯留と地下水取水では、ダムのように沿川地域における洪水調節と既得用水

の安定化の受益が含まれないため、水道の受益地との利害の衡平性の確保に配慮を要するほか、地域振興に寄与す

る要素が見られない。また、河道外貯留では地域経済を支える農地の改変が必要となり、ダム建設に伴う用地取得

及び家屋移転が完了した現時点においては、ダムがやや有利と考えられる。

・環境への影響に関しては、地下水取水が最も少ないと予想される。ダムについては、切目川ダム環境委員会による

審議に基づき、環境影響の予測、評価を実施しており、継続的なモニタリング及び必要な環境保全措置、環境配慮

を行うこととしている。

以上のように、新規利水（水道用水）について現時点で総合評価すると、コスト、実現性のリスク、地域社会への

影響等の観点からダムが最も有利と考えられる。

総合総合総合総合
評価評価評価評価

地下水取水地下水取水地下水取水地下水取水河道外貯留河道外貯留河道外貯留河道外貯留ダムダムダムダム名称名称名称名称
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Ｎ

０　　　　　　５km

日高川日高川日高川日高川

切目川切目川切目川切目川

南部川南部川南部川南部川

椿山ダム椿山ダム椿山ダム椿山ダム

切目川ダム切目川ダム切目川ダム切目川ダム

島ノ瀬ダム島ノ瀬ダム島ノ瀬ダム島ノ瀬ダム

６６６６．．．．流水の正常な機能の維持目的の総合評価流水の正常な機能の維持目的の総合評価流水の正常な機能の維持目的の総合評価流水の正常な機能の維持目的の総合評価
幅広い方策を組み合わせて河川整備計画幅広い方策を組み合わせて河川整備計画幅広い方策を組み合わせて河川整備計画幅広い方策を組み合わせて河川整備計画のののの目標と同程度の目標目標と同程度の目標目標と同程度の目標目標と同程度の目標（正常流量）（正常流量）（正常流量）（正常流量）を確保するを確保するを確保するを確保する利水利水利水利水
対策案対策案対策案対策案を検討、概略評価によって数案を抽出し、評価軸毎の評価、総合評価を行うを検討、概略評価によって数案を抽出し、評価軸毎の評価、総合評価を行うを検討、概略評価によって数案を抽出し、評価軸毎の評価、総合評価を行うを検討、概略評価によって数案を抽出し、評価軸毎の評価、総合評価を行う

海水淡水化○海水淡水化○海水淡水化○海水淡水化○

河道外貯留施設○河道外貯留施設○河道外貯留施設○河道外貯留施設○
地下水取水地下水取水地下水取水地下水取水

○水系間導水○水系間導水○水系間導水○水系間導水
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１７の利水対策案１７の利水対策案１７の利水対策案１７の利水対策案 切目川への適用可能性切目川への適用可能性切目川への適用可能性切目川への適用可能性
（一次選定）（一次選定）（一次選定）（一次選定）

１）１６の利水対策案の概略検討（一次選定）１）１６の利水対策案の概略検討（一次選定）１）１６の利水対策案の概略検討（一次選定）１）１６の利水対策案の概略検討（一次選定）

－－－－
×：実現性
×：実現性
×：実現性
△△△△
×：実現性
△（流域内は△（流域内は△（流域内は△（流域内は××××：実現性：実現性：実現性：実現性))))
△△△△ ((((流域内は流域内は流域内は流域内は××××：実現性：実現性：実現性：実現性))))
△△△△
×：実現性
○○○○
×：目標（※）
×：実現性
△△△△ ((((流域内は流域内は流域内は流域内は××××：実現性：実現性：実現性：実現性))))
×：目標（※）
×：適用困難（※）
×：適用困難（※）

（１）ダム（１）ダム（１）ダム（１）ダム

（５）河道（５）河道（５）河道（５）河道外貯留施設外貯留施設外貯留施設外貯留施設

（（（（７７７７））））他用途ダム容量他用途ダム容量他用途ダム容量他用途ダム容量
買上げ買上げ買上げ買上げ

（８）水系間導水（８）水系間導水（８）水系間導水（８）水系間導水
（１４）既得水利の合（１４）既得水利の合（１４）既得水利の合（１４）既得水利の合

理化・転用理化・転用理化・転用理化・転用

（（（（９９９９））））地下水取水地下水取水地下水取水地下水取水

概略評価を行う利水対策案概略評価を行う利水対策案概略評価を行う利水対策案概略評価を行う利水対策案
（一次選定）（一次選定）（一次選定）（一次選定）

（※）本検討では適用しないが、
取り組むべき課題と認識

（１）ダム（１）ダム（１）ダム（１）ダム
（２）河口堰
（３）湖沼開発
（４）流況調整河川
（５）河道外貯留施設（５）河道外貯留施設（５）河道外貯留施設（５）河道外貯留施設
（６）ダム再開発（嵩上げ・掘削）
（７）他用途ダム容量買上げ（７）他用途ダム容量買上げ（７）他用途ダム容量買上げ（７）他用途ダム容量買上げ
（８）水系間導水（８）水系間導水（８）水系間導水（８）水系間導水
（９）地下水取水（９）地下水取水（９）地下水取水（９）地下水取水
（１０）ため池
（１１）海水淡水化（１１）海水淡水化（１１）海水淡水化（１１）海水淡水化
（１２）水源林の保全
（１３）ダム使用等の振替
（１４）既得水利の合理化（１４）既得水利の合理化（１４）既得水利の合理化（１４）既得水利の合理化・転用・転用・転用・転用
（１５）渇水調整の強化
（１６）節水対策
（１７）雨水・中水利用

（（（（１１）海水淡水化１１）海水淡水化１１）海水淡水化１１）海水淡水化

ダムを除く１６の利水ダムを除く１６の利水ダムを除く１６の利水ダムを除く１６の利水対策案対策案対策案対策案の適用可能性を検討し、概略評価を行う利水対策案を選定の適用可能性を検討し、概略評価を行う利水対策案を選定の適用可能性を検討し、概略評価を行う利水対策案を選定の適用可能性を検討し、概略評価を行う利水対策案を選定

流水の正常な機能の維持目的の総合評価（２）流水の正常な機能の維持目的の総合評価（２）流水の正常な機能の維持目的の総合評価（２）流水の正常な機能の維持目的の総合評価（２）
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２）概略評価による利水対策案の抽出（二次選定）、抽出された利水対策案の概要２）概略評価による利水対策案の抽出（二次選定）、抽出された利水対策案の概要２）概略評価による利水対策案の抽出（二次選定）、抽出された利水対策案の概要２）概略評価による利水対策案の抽出（二次選定）、抽出された利水対策案の概要

流水の正常な機能の維持目的の総合評価（３）流水の正常な機能の維持目的の総合評価（３）流水の正常な機能の維持目的の総合評価（３）流水の正常な機能の維持目的の総合評価（３）

総合評価を行う総合評価を行う総合評価を行う総合評価を行う
（著しく高コスト）（著しく高コスト）（著しく高コスト）（著しく高コスト）

985,000m3の利水容量の確保が可
能（113,000㎡の用地を切目川沿
川に確保可能な場合）

① 約 81億円
② 4千万円程度

① 古井付近(仮定)
② 河道外貯留施設(面積約113,000

㎡)

① 約347億円
② 37千万円程度

① 約 95億円
② 7千万円程度

① 約 62億円
② 6千万円程度

① 約 88億円
② 7千万円程度

① 約 28億円
② 2千万円程度

概算費用概算費用概算費用概算費用

日量約39,400m3/日の造水が可能
（切目川河口付近に用地を確保可
能な場合）

ダムの最大補給量相当の取水は、
実現性が著しく低い

・ダム利水容量等に余剰なし
・発電事業者にダム発電容量
を売却する意向なし 等

985,000m3の利水容量の確保が可
能（113,000㎡の用地を切目川沿
川に確保可能な場合）

ダム下流の正常流量の確保が可能

実現性実現性実現性実現性

棄却棄却棄却棄却
((((著しく高コスト著しく高コスト著しく高コスト著しく高コスト))))

① 切目川河口付近(仮定)
② 海水淡水化プラント(日量

39,400m3)、切目川上流への
の導水施設(L=20.7km)

海水淡水化海水淡水化海水淡水化海水淡水化

棄却棄却棄却棄却
（（（（著しく高コスト、実現性著しく高コスト、実現性著しく高コスト、実現性著しく高コスト、実現性
が著しく低いが著しく低いが著しく低いが著しく低い））））

① 古井付近(仮定)
② 井戸、切目川上流への導水

施設(L=11.0km)
地下水取水地下水取水地下水取水地下水取水

棄却棄却棄却棄却
（著しく（著しく（著しく（著しく高コスト高コスト高コスト高コスト、実現性、実現性、実現性、実現性
が低い）が低い）が低い）が低い）

① 日高川上流部(仮定)
② 取水施設、切２目川上流への導

水施設(L=8.3km)

水系間導水水系間導水水系間導水水系間導水
＋他用途ダム
容量買上げ

＋既得水利の
合理化･転用

棄却棄却棄却棄却
((((著しく高コスト著しく高コスト著しく高コスト著しく高コスト))))

① 古井付近(仮定)
② 河道外貯留施設(面積約113,000

㎡)、切目川上流への導水施設
(L=11.0km)

河道外貯留河道外貯留河道外貯留河道外貯留

総合評価を行う総合評価を行う総合評価を行う総合評価を行う
（現行案）（現行案）（現行案）（現行案）

① 河口から約24k付近
② ダム

ダムダムダムダム
(現行案)

概略評価概略評価概略評価概略評価概要概要概要概要案の名称案の名称案の名称案の名称

５つの利水５つの利水５つの利水５つの利水対策案対策案対策案対策案の概略評価（主にコストと実現性）を行い、２つの利水対策案を抽出の概略評価（主にコストと実現性）を行い、２つの利水対策案を抽出の概略評価（主にコストと実現性）を行い、２つの利水対策案を抽出の概略評価（主にコストと実現性）を行い、２つの利水対策案を抽出

凡例 概 要 ①：取水等位置、②：施設概要
概算費用 ①：整備費用、②：維持管理・更新費用（50年間分の年平均）
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概略評価により概略評価により概略評価により概略評価により抽出された抽出された抽出された抽出された２２２２案（ダム、河道外貯留案（ダム、河道外貯留案（ダム、河道外貯留案（ダム、河道外貯留))))について、について、について、について、以下の以下の以下の以下の６６６６つの評価軸毎つの評価軸毎つの評価軸毎つの評価軸毎に評価し、に評価し、に評価し、に評価し、
総合評価する。総合評価する。総合評価する。総合評価する。

（１）目標（１）目標（１）目標（１）目標
①流水の正常な機能の維持の観点から、河川整
備計画で想定している目標と同程度の目標を
達成することができるか

②段階的にどのように効果が確保されていくか
③どの範囲でどのような効果が確保されていく
のか

④どのような水質が得られるか

（２）コスト（２）コスト（２）コスト（２）コスト
①完成までに要する費用はどのくらいか
②維持管理に要する費用はどのくらいか
③その他の費用（ダム中止に伴って発生する費
用等）はどれくらいか

（３）実現性（３）実現性（３）実現性（３）実現性
①土地所有者等の協力の見通しはどうか
②関係する河川使用者の同意の見通しはどうか
③その他の関係者との調整の見通しはどうか
④事業期間はどの程度必要か
⑤法制度上の観点から実現性の見通しはどうか
⑥技術上の観点から実現性の見通しはどうか

（４）持続性（４）持続性（４）持続性（４）持続性
①将来にわたって持続可能といえるか

（５）地域社会への影響（５）地域社会への影響（５）地域社会への影響（５）地域社会への影響
①事業地及びその周辺への影響はどの程度か
②地域振興に対してどのような効果があるか
③地域間の利害の衡平への配慮がなされてい
るか

（６）環境への影響（６）環境への影響（６）環境への影響（６）環境への影響
①水環境に対してどのような影響があるか
②地下水位、地盤沈下や地下水の塩水化にど
のような影響があるか

③生物の多様性の確保及び流域の自然環境全
体にどのような影響があるか

④土砂流動がどう変化し、下流の河川・海岸
にどのように影響するか

⑤景観、人と自然の豊かなふれあいにどのよ
うな影響があるか

⑥CO2排出負荷はどう変わるか
⑦その他

流水の正常な機能の維持目的の総合評価（４）流水の正常な機能の維持目的の総合評価（４）流水の正常な機能の維持目的の総合評価（４）流水の正常な機能の維持目的の総合評価（４）

３）評価軸毎の評価、目的別の総合評価３）評価軸毎の評価、目的別の総合評価３）評価軸毎の評価、目的別の総合評価３）評価軸毎の評価、目的別の総合評価
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流水の正常な機能の維持目的の総合評価（５）流水の正常な機能の維持目的の総合評価（５）流水の正常な機能の維持目的の総合評価（５）流水の正常な機能の維持目的の総合評価（５）

①99,000～197,000㎡の農地の買収により地域の農業生
産活動に影響が生じるおそれあり

②地域振興に寄与する要素はない
③河道外貯留施設の下流のみ受益するものであり、ダ
ム案と比べ利害の衡平性が保つための配慮が必要

①･②高串区(13戸)が離村となったが国道425号付替
えが地域振興に寄与

③ダムは、ダム下流全体の既得農業用水が受益する
ものであり、洪水調節の受益地も同様である。
ダム建設地や水道用水の受益地も含めて全て印南
町域となる

（５）（５）（５）（５）
地域社会地域社会地域社会地域社会
へのへのへのへの影響影響影響影響

①水質悪化の可能性があるが、必要に応じて対策を実
施することにより持続的に効果を発現可能

①貯水池堆砂、水質、河床材料等の状況を継続的に
モニタリングし、必要に応じて対策を実施するこ
とにより持続的に効果を発現可能

（４）（４）（４）（４）
持続性持続性持続性持続性

①切目川沿川で99,000～197,000㎡の農地の買収に相当
な期間を要する見通し

②関係河川使用者の同意が新たに必要
②･③ダム補給がないなか取水条件に関し、関係河川使
用者等との調整に時間を要する見通し

④工事着手後は4年間程度で完了可能
⑤･⑥法制度上、技術上の隘路なし

①ダム建設の用地取得･家屋移転済み
②水利権許可時に関係河川使用者の同意取得済み
③その他の関係者特になし
④4年間で完了可能
⑤･⑥法制度上、技術上の隘路なし

（３）（３）（３）（３）
実現性実現性実現性実現性

①完成までに約81億円
②維持管理･更新に平均4千万円/年程度
③中止費用として、生活再建対策等の残額、安全対策
等で約5.5億円程度

①完成までに約28億円
②維持管理･更新に平均19百万円/年程度
③中止費用なし

（２）（２）（２）（２）
コストコストコストコスト

①利水容量の確保により、正常流量の確保に必要な平
均40,000m3/日程度の補給が可能

②基本的に河道外貯留施設完成後に効果発現
③貯留施設の下流のみ正常流量の確保が可能
④回転率が悪く水質悪化により水質改善対策、高度浄
化処理が必要となる可能性あり

①ダム下流の正常流量の確保が可能
②ダム完成後(平成26年度)に効果発現
③ダム地点から河口までの正常流量の確保が可能
④ダムによる水温・水質の変化は小さいと予測され
るが、貯水池水質悪化が恒常化した場合は曝気装
置の設置等を検討

（１）（１）（１）（１）
目標目標目標目標

河道外貯留河道外貯留河道外貯留河道外貯留ダムダムダムダム名称名称名称名称
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⑥CO2の主な排出要因は、河道外貯留施設建設によるも
のであり定量化困難。

⑥ CO2の主な排出要因は、ダム建設によるものであ
り定量化困難。

⑦その他特になし⑦ダムについては、切目川ダム環境委員会の審議に
基づき、環境影響評価法による実施項目に準じた
環境影響の予測と評価を実施・公表しており、継
続的なモニタリングのほか、必要な環境保全措置
や環境配慮を行うこととしている

（６）（６）（６）（６）
環境へ環境へ環境へ環境へ
の影響の影響の影響の影響

⑤新たな水面が創出され、景観への影響は水質に依存
すると予想される

・人と自然との触れ合いの活動の場への影響は予想さ
れない

⑤主要な景観資源への影響はなく、人と自然との触
れ合いの活動の場への影響もほとんどないと予測

②湛水により周辺の地下水位に影響が生じる可能性あ
り

・地盤沈下、塩水化は予想されない

②地下水位、塩水化等への影響は予想されない

①水質への影響は小さいと予想され、水量への影響は
取水条件に依存する

①水温や水質の変化は小さいと予測
・選択取水設備により放流水温変化と濁水長期化の
軽減が可能と予測、貯水池水質悪化が恒常化した
場合は曝気装置の設置等を検討

④河道外施設であり、土砂移動や下流河川・海岸部へ
の影響は予想されない

④河床構成材料はダム供用後に現況より若干移動し
にくくなるが将来は大きく変化しないと予測

・ダム直下流では粗粒化が進む可能性があるが下流
にいくほど影響が緩和

・河口・海岸部や干潟への影響は小さいと予測

③流域環境や生態系への影響はほとんど予想されない③土地の改変、上下流の環境分断等で大きく影響を
うける動植物が一部あり、移植等の環境保全措置
や環境配慮により影響軽減に努める

・上下流の環境分断による水域の移動性を除き、上
位性、典型性、移動性の観点から生態系に与える
影響は小さい又はほとんどないと予測

河道外貯留河道外貯留河道外貯留河道外貯留ダムダムダムダム名称名称名称名称

流水の正常な機能の維持目的の総合評価（６）流水の正常な機能の維持目的の総合評価（６）流水の正常な機能の維持目的の総合評価（６）流水の正常な機能の維持目的の総合評価（６）
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ダム、河道外貯留からなる利水対策案（流水の正常な機能の維持）について河川整備計画

で想定している目標と同程度の目標を達成することを基本条件として総合評価を行った。

第一に、「コスト」では、整備、維持管理コストともに、河道外貯留案が著しく高く、ダ
ムが明らかに有利である。

また、河道外貯留の効果は、古井付近下流に限られ、ダムと同等の範囲で効果を発現させ

るには、ダム地点までの導水が必要となり、その場合「コスト」で更に不利になる。

第二に、「時間的な観点から見た実現性」については、ダムが４年間で効果発現可能であ

るのに対し、河道外貯留は、再調査・設計、関係者との調整、更には広大な用地買収に長期
間を要する見通しであり、ダムが明らかに有利である。

第三に、持続性、地域社会への影響、環境への影響を含めて総合的に評価すると、他の評

価軸による評価においてコスト、実現性におけるダムの評価を逆転させるだけの要素はない
。ダムについては、切目川ダム環境委員会による審議に基づき、環境影響の予測、評価を実
施しており、継続的なモニタリング及び必要な環境保全措置、環境配慮を行うこととしてい
る。

流水の正常な機能の維持目的について現時点で総合評価すると、主にコスト及び実現性の

観点から、ダムが最も有利と考えられる。

総合評価総合評価総合評価総合評価

河道外貯留河道外貯留河道外貯留河道外貯留ダムダムダムダム名称名称名称名称

流水の正常な機能の維持目的の総合評価（７）流水の正常な機能の維持目的の総合評価（７）流水の正常な機能の維持目的の総合評価（７）流水の正常な機能の維持目的の総合評価（７）



44

７７７７．．．．総合的な評価総合的な評価総合的な評価総合的な評価

治水、新規利水（水道用水）、流水の正常な機能の維持の各目的について、目的毎の評価
及び総合評価を行った結果、いずれもダム案が有利との結果で一致している。ダム案は、各
目的の総合評価において「コスト」及び「時間的な観点から見た実現性」をはじめとする実
現性の観点から有利との結果が得られており、これを覆すような評価要素が確認されなかっ
たことから、各目的の総合評価結果を総合的に評価した結果として、ダム案（現行案）が最
も有利とするのが妥当と言える。
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８８８８．．．．費用対効果分析費用対効果分析費用対効果分析費用対効果分析

切目川ダム建設事業の費用対効果分析について、「治水経済調査マニュアル（案）」
に基づき、平成20年度に実施した切目川ダムの事業再評価において算定したＢ／Ｃ（＝
１．４）に以下の修正を加えるかたちで算定した。

・被害額の単価を時点修正した（「各種資産単価及びデフレーター」（平成22年2月
改正）に基づく）。

・既投資額について、デフレーターによる補正に加えて、社会的割引率（４％）
による現在価値化を行った（平成22年11月2日付け国土交通省河川局河川計画課長
通達）。

・資産データについて、時点修正した（平成18年事業所・企業統計調査に基づく）。

この結果、Ｂ／Ｃは、１．３６となり、１．０を上回る結果となった。


